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介
し
ま
す
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２
・
３
ペ
ー
ジ

議
員
22
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

詳
細
は
７
〜
12
ペ
ー
ジ

委
員
会
審
査

詳
細
は
５
〜
６
ペ
ー
ジ

予
算
特
別
委
員
会

詳
細
は
12
〜
14
ペ
ー
ジ

定
例
会
（
８
月
31
日
〜
９
月
24
日
）

9月市
長
提
出
の
議
案
17
件
、
報
告
12
件
を

審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ

主
な
議
案
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ

議
員
提
出
の
議
案
３
件
を
審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
15
ペ
ー
ジ

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
後
の
観
光
誘
客
を
目
指
し
、

福
井
市
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
「
福
い
い
ネ
！
」

の
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
市
議
ら
で
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
を

プ
リ
ン
ト
し
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
９
月
定
例
会
で
着
用
し
、

率
先
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

  

福
井
を
ア
ピ
ー
ル
「
福
い
い
ネ
！
」

陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
15
ペ
ー
ジ

編 集 後 記

お問い合わせお問い合わせ

次回は

日程は
ホームページに

掲載します

　　　　　  です
12月定例会

特

集

記

事

　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４回
（３・６・９・12月）開催される定例会で審議されますので、提出時
期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わせください。

請願・陳情等の提出について

なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル121ch
で生中継及び録画放送されます。

傍聴をご希望される方へ

新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止に向けて、一定の間隔を確保してご着席いただく
ため、当分の間、傍聴席への入場を下記のとおり制限させていただきます。
・議場：40人まで　うち車イス4席（本会議及び議員全員協議会など）
・各委員会室：2人まで（常任委員会など）
※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装でお越しいただくことをおすすめします。

　９月定例会は、新型コロナウイ
ルス感染症対策で会期・質問者と
もに縮小した６月定例会から一転

し、十分な感染症対策を行い通常どおり開催しました。コ
ロナ禍の中、災害時の避難所運営に関することやＰＣＲ検
査体制、中小企業支援などを中心として、活発な議論が交
わされました。
　また、７月に発表された福井市をアピールするイメージ
ロゴ「福いいネ！」を市議会としても応援するために、ロ
ゴ入りのポロシャツを作製し、本会議などで着用しました。
皆様とともに福井市を盛り上げていきたいと思います。

　（村田・酒井）

議会事務局 庶務課0776‐20‐5506

傍聴して
みませんか
傍聴して

みませんか

一般質問の録画映像を
スマートフォンやタブレット端末で

ご覧いただけます。

市議会ＨＰはこちらから

本会議

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会

傍聴できる会議

定員97人　うち車イス６席

総務、建設、教育民生、経済企業

新型コロナウイルス等影響対策、予算

一般質問ページにおいて、各議員の顔写
真欄にある二次元コードをスマートフォン
やタブレット端末から読み取ると、その議
員の一般質問の動画がご覧
いただけます。

ふくい

福井市議会　日程 検索
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予算特別委員会をご紹介します

　予算特別委員会では、市民のくらしを支える制度やインフラ整備などを行うための予算案

について、各常任委員会（総務・建設・教育民生・経済企業）からの報告を踏まえて話し合

います。また市政の色々な問題についても幅広く議論します。

予算特別委員会のメンバー
解説

予算特別委員会は、各会派から選出された１５

人で構成され、その中から選ばれた委員長が議

事進行します。議長、副議長を加えた１７人の

議員が予算特別委員会に参加します。

家でも議会を見ることができる！

予算特別委員会の様子は、ケーブルテレビで生

中継、録画放送しています。またインターネッ

トでも録画放送してます。議会のホームページ

では委員会記録も見ることができます。

予算特別委員会での質問
解説

予算特別委員会は２日間行われ、会派ごとに質

問時間が決まっています。委員１人あたり２日

で１４分が割り振られます。つまり委員が２人

の会派なら２８分、６人の会派なら８４分とな

ります。１日目の残り時間は翌日に繰り越され

ます。一問一答方式で行われるため、白熱した

議論が交わされます。

市役所８階の、全員協議会室で行われます
（令和２年９月定例会では新型コロナウイルス感染症対策のため議場で開催されました）

解説

この図の左側に、

記者席・傍聴席が

あります。

ぜひ委員会の傍聴に

お越しください。

ふくいふくい
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画
も
含
め
、
学
校
ご
と
に
学
校
側

と
保
護
者
の
皆
様
が
十
分
に
協
議
、

検
討
し
た
上
で
最
終
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
場
合
、
学
校
ご
と

に
保
護
者
の
皆
様
の
理
解
を
得
た

上
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
判
断
基

準
に
つ
い
て
、
県
内
の
感
染
レ
ベ

ル
が
レ
ベ
ル
２
や
レ
ベ
ル
３
と

い
っ
た
段
階
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

中
止
や
延
期
も
視
野
に
検
討
し
て

ほ
し
い
と
各
学
校
に
対
し
、
お
願

い
し
て
い
る
。

《
失
業
者
正
規
雇
用
緊
急
奨
励

事
業
》

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
解

　
　
雇
に
よ
る
失
業
者
が
相
当
数

増
加
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
周
知

に
向
け
て
、
今
後
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
国
が
公
表
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す

る
福
井
県
の
解
雇
等
見
込
み
労
働

者
数
は
９
月
４
日
時
点
で
４
６
１
人

で
あ
り
、５
月
29
日
時
点
の
29
人
と

比
べ
る
と
15
倍
以
上
の
数
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
注
意
を
要

す
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

事
業
の
周
知
に
当
た
っ
て
は
、福
井

市
企
業
情
報
紹
介
サ
イ
ト「
ふ
く
い

お
し
ご
と
ネ
ッ
ト
」を
活
用
す
る
ほ

か
、社
会
保
険
労
務
士
会
な
ど
関
係

団
体
へ
の
周
知
に
も
努
め
て
い
く
。

《
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
》

　
　
平
成
30
年
度
に
サ
ウ
ン
デ
ィ

　
　
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
、

民
間
の
３
事
業
者
か
ら
提
案
を
受

け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
時
と
は
社
会

経
済
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
事
業
者
の
中
に
は
経
営
的

な
打
撃
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
始
ま
る
譲

渡
先
事
業
者
募
集
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
名
乗
り
を
上
げ
て
く
る
事
業

者
が
あ
る
の
か
を
懸
念
す
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
特
に
観
光
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

　
　
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
い
て

提
案
し
た
事
業
者
全
て
に
必
ず
参

加
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
担
保
は
な

い
も
の
の
、年
数
が
た
つ
と
施
設
は

さ
ら
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と

か
ら
、で
き
る
だ
け
早
期
に
募
集
し

譲
渡
先
を
決
定
し
た
い
。

《
第
２
波
に
備
え
た
感
染
予
防
策

に
つ
い
て
》

　
　
い
わ
ゆ
る
夜
の
街
の
特
定
の

　
　
業
種
の
方
に
対
象
を
絞
っ
て
、

定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
も

ら
う
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、検
査

機
会
を
多
く
設
け
る
こ
と
で
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
感
染
の
疑
い
が
あ

　
　
る
場
合
や
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
、
そ

の
対
象
者
や
濃
厚
接
触
者
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
感
染
の
お
そ
れ

が
あ
る
接
触
者
全
て
に
対
し
て
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
特
定
の
地

域
に
絞
っ
て
の
不
安
解
消
の
た
め

の
検
査
も
重
要
と
は
考
え
る
が
、

検
査
で
陰
性
の
結
果
を
得
た
と
し

て
も
将
来
の
陰
性
を
確
保
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
医
療
従
事

者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
検
査
に
注
力
し
て
い
る
。

　
　
手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

　
　
る
感
染
防
止
を
引
き
続
き
周

知
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、文
部

科
学
省
は
子
ど
も
の
マ
ス
ク
に
関
し

て
、こ
れ
ま
で
の「
基
本
的
に
常
時

着
用
」を
見
直
し
、熱
中
症
対
策
を

優
先
す
る
方
針
で
あ
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。再
開
し
た
小・中
学
校
で

は
、感
染
症
及
び
熱
中
症
対
策
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、基
本
的

　
　
に
常
時
着
用
と
し
な
が
ら
、

熱
中
症
等
の
健
康
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
る
場
合
な
ど
に

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
国
の
方
針
変
更
に
合
わ
せ
、

身
体
的
距
離
が
十
分
に
確
保
で
き

る
場
合
は
着
用
を
必
要
と
し
な
い

取
扱
い
と
す
る
よ
う
各
学
校
に
依

頼
し
た
。
今
年
は
夏
休
み
が
短
縮

さ
れ
た
こ
と
で
、
熱
中
症
の
危
険

は
例
年
以
上
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
マ
ス
ク
の
対
応
に
加

え
、
健
康
観
察
や
環
境
条
件
に
応

じ
た
活
動
内
容
の
検
討
な
ど
熱
中

症
対
策
を
最
優
先
に
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
感
染
者
の
中
に
は
退
院
後
に

　
　
息
苦
し
さ
な
ど
の
後
遺
症
が

続
く
方
も
い
る
と
聞
く
が
、本
市
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

ま
た
、退
院
後
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
追
跡
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
後
遺
症
に
は
息
苦
し
さ
や
倦

　
　
怠
感
、
疲
労
感
等
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
感
染

者
に
対
し
て
退
院
後
４
週
間
の
健

康
観
察
を
行
っ
て
お
り
、
一
部
の

方
か
ら
体
力
や
筋
力
の
低
下
、
喉

の
違
和
感
等
の
訴
え
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
改
善
し
た
た
め
後
遺
症
が

続
い
た
と
い
っ
た
方
は
今
の
と
こ

ろ
出
て
い
な
い
。

《
道
路
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
》

　
　
市
内
に
３
，２
７
０
基
あ
る
道

　
　
路
照
明
の
う
ち
、
今
年
度
、

１
，２
８
４
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り

替
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、残
り
の
道

路
照
明
に
つ
い
て
も
、今
後
、計
画

的
に
取
り
替
え
て
い
く
の
か
。

　
　
現
在
、
既
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
と

　
　
な
っ
て
い
る
も
の
が
１
８
４

基
あ
る
。
今
回
の
事
業
で
は
、
水

銀
灯
ラ
ン
プ
が
国
際
条
約
に
よ
り

来
年
か
ら
製
造
や
輸
出
入
が
禁
止

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
使
用

し
て
い
る
１
，２
８
４
基
の
道
路
照

建
設
委
員
会

主
な
議
案

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会

計
で
10
億
１
，７
３
４
万
４
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
特

別
会
計
で
は
中
央
卸
売
市
場
特
別

会
計
で
77
万
３
千
円
を
増
額
、
企

業
会
計
で
は
水
道
事
業
会
計
で
27

万
８
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
各
会
計
の
補
正
後
の
予
算
額

は
、
一
般
会
計
で
１
，４
５
９

億
４
，９
１
６
万
６
千
円
、
特
別

会
計
で
７
７
５
億
３
，０
５
４
万
円
、

企
業
会
計
で
２
８
０
億
６
，９
７
２

万
２
千
円
と
な
り
、
全
会
計
で

２
，５
１
５
億
４
，９
４
２
万
８
千
円

と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
応
に
関
す
る
事
業
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
に
関
す
る
次
の
５
項
目
の

事
業
に
、
10
億
７
，６
９
０
万
９
千

円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

⑴
感
染
拡
大
防
止
の
強
化

　
感
染
症
対
策
の
た
め
、
保
育
園

等
が
備
品
等
を
購
入
す
る
際
に
要

す
る
経
費
を
補
助
す
る
「
保
育
施

設
等
感
染
症
対
策
事
業
」、
冬
季
間

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
お

け
る
発
熱
患
者
へ
の
診
療
体
制
に

万
全
を
期
す
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
な
ど
に
よ
る
問
診
や
検
査
体

制
の
確
立
に
必
要
な
環
境
整
備
を

行
う
「
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
感
染

症
対
策
事
業
」
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

⑵
安
全・安
心
な
市
民
生
活
の
確
保

　
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
利
用
者
が

大
幅
に
減
少
し
た
地
域
鉄
道
・
路
線

バ
ス
の
運
行
業
者
に
対
し
、
安
定
運

行
維
持
の
た
め
の
経
営
支
援
と
、
利

用
回
復
に
向
け
た
環
境
整
備
の
支
援

を
行
う
「
地
域
公
共
交
通
緊
急
支
援

事
業
」、
感
染
症
対
策
と
し
て
避
難

所
を
小
学
校
体
育
館
に
変
更
し
た
こ

と
に
伴
い
、
今
後
の
寒
さ
対
策
の
た

め
に
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
を
追
加
配
備
す
る
「
避
難
所

感
染
症
対
策
備
蓄
品
整
備
事
業
」
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

⑶
地
域
経
済
へ
の
支
援

　
福
井
の
食
を
代
表
す
る
越
前
ガ

ニ
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
お
得

な
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
、
観

光
誘
客
の
拡
大
を
図
る
「
お
い
し

い
福
井
の
冬
・
お
泊
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
」、
感
染
症
が
拡
大
す
る
中

で
、
解
雇
に
よ
る
失
業
者
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
奨
励
金
を
交

付
す
る
「
失
業
者
正
規
雇
用
緊
急

奨
励
事
業
」な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

⑷
学
習
環
境
の
充
実

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
衛
生
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
及
び
手
洗
い
場
の
増
設

を
行
う
「
学
校
衛
生
環
境
改
善
事

業
」、
修
学
旅
行
を
や
む
を
得
ず
中

止
し
た
場
合
に
生
じ
る
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
補
填
す
る「
修
学
旅
行
キ
ャ

ン
セ
ル
料
補
助
事
業
」
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

⑸
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応

　
市
役
所
の
庁
内
外
で
リ
モ
ー
ト

会
議
を
行
え
る
環
境
を
整
備
す
る

「
リ
モ
ー
ト
会
議
環
境
整
備
事
業
」、

市
民
が
安
全
・
安
心
な
状
況
で
文

化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
を
支
援
す
る
「
文
化
芸

術
活
動
支
援
事
業
」
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

〈
中
止
・
縮
減
事
業
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
事
業
費
に
充
て
る
た
め
、

議
会
経
費
を
２
，１
７
５
万
７
千
円
、

市
長
な
ど
常
勤
の
特
別
職
の
令
和

２
年
12
月
期
末
手
当
を
１
３
９
万

３
千
円
、そ
の
他
１
２
２
件
の
事
業

の
中
止
・
縮
減
に
よ
り
３
億
１
７
万

１
千
円
、
合
計
で
３
億
２
，３
３
２

万
１
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

〈
国
・
県
の
補
助
金
等
に
伴
う
事

　
業
〉

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け

て
、
ま
ち
な
か
の
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
足
羽
山
公
園
内
の
環
境

を
整
備
す
る
「
足
羽
山
魅
力
向
上

事
業
」
な
ど
に
、
７
，４
０
０
万
円

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

〈
各
種
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

　
取
組
〉

　
避
難
情
報
を
速
や
か
に
発
信
し
、

市
民
に
迅
速
な
避
難
行
動
を
促
す

た
め
、
市
の
防
災
行
政
無
線
と
県

災
害
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
連
携
さ
せ
る
「
防
災
行
政

無
線
連
携
事
業
」
な
ど
に
、
１
億

８
，９
７
５
万
６
千
円
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

○
中
央
卸
売
市
場
特
別
会
計
補
正

予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、市
場
事
業
者
等
の

経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
事

業
者
等
で
構
成
す
る
福
井
市
中
央

卸
売
市
場
協
会
に
対
し
て
給
付
金

を
支
給
す
る
「
市
場
応
援
給
付
金

事
業
」
に
77
万
３
千
円
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
事
業
費
に
充
て
る
た
め
、

企
業
管
理
者
の
令
和
２
年
12
月
期

末
手
当
を
27
万
８
千
円
減
額
す
る

も
の
で
す
。

○
市
長
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
影

響
が
出
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
市

長
等
の
令
和
２
年
12
月
期
末
手
当

を
減
ず
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
で

す
。

○
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
民
営
化
を
進
め
る
た
め
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
文
化
会
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
福
井

市
文
化
会
館
駐
車
場
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
福
井
市

文
化
会
館
を
令
和
２
年
度
末
で
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
文
化

会
館
駐
車
場
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

○
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対

策
の
強
化
及
び
推
進
を
求
め
る

意
見
書

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
人
権
擁
護
委
員

　
本
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
６
名
の
委
員
を
引
き

続
き
同
委
員
候
補
者
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
に
意
見
を
求
め
ら
れ
、

異
議
が
な
い
旨
を
答
申
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

令
和
２
年
度
補
正
予
算

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

条
　
　
例

問答

問答

委
員
会
審
査

今
回
議
決
し
た
主
な
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、

14
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

特別委員会の委員を選任しました
◎委員長　○副委員長

◎水島　秀晃　　○津田かおり　　　石丸　浜夫　　　堀川　秀樹　　　野嶋　祐記
　玉村　正人　　　藤田　諭　　　　泉　　和弥　　　池上　優徳　　　近藤　實　
　寺島　恭也　　　榊原　光賀　　　山田　文葉　　　酒井　良樹　　　岩佐　武彦
調査項目　　各会計当初予算、補正予算の審査及び市政上の重要案件
◎青木　幹雄　　○加藤　貞信　　　奥島　光晴　　　鈴木　正樹　　　玉村　正人
　菅生　敬一　　　福野　大輔　　　池上　優徳　　　酒井　良樹　　　岩佐　武彦
調査項目　　各会計決算等の審査

予算特別委員会

決算特別委員会

委　員　会　名 委 　 　 　 員 　 　 　 名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

影
響
対
策
特
別
委
員
会

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
か
ら
、
主
な
質
疑
等

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

（
委
員
会
終
了
順
に
掲
載
）

答問 問答

明
に
つ
い
て
取
り
替
え
を
行
う
。

残
り
の
蛍
光
灯
や
白
熱
灯
な
ど
の

道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
使
用
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

が
、
今
回
の
よ
う
な
有
利
な
地
方

債
の
有
無
な
ど
財
源
の
調
査
を
今

後
進
め
な
が
ら
、
取
り
替
え
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

《
国
庫
支
出
金
》

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
、本
市
に
ど
れ
く
ら
い
配
分
さ

れ
る
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
は
、
１
次
分
と
２
次
分

を
合
わ
せ
て
約
30
億
円
で
あ
り
、

６
月
に
１
次
分
の
実
施
計
画
、
約

15
億
円
を
申
請
し
て
い
る
。
残
り

に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
し
て
い

る
９
月
補
正
予
算
や
今
後
の
コ
ロ

ナ
対
策
分
を
加
味
し
、
９
月
末
に

２
次
分
も
合
わ
せ
約
30
億
円
の
計

画
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
へ
の
新
た
な
財
源
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、
そ

の
備
え
と
し
て
交
付
金
を
充
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
約
30
億
円
の
う
ち
、
第

１
次
計
画
分
を
差
し
引
い
た
残
り

の
約
15
億
円
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
た
活
用
を

考
え
て
い
く
。

《
財
産
の
取
得（
高
規
格
救
急
車
）》

　
　
契
約
の
相
手
方
は
自
動
車
販

　
　
売
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

積
載
す
る
医
療
機
器
も
含
め
て
、

当
該
事
業
者
と
契
約
を
行
う
こ
と

に
な
る
の
か
。

　
　
救
急
車
の
購
入
に
当
た
っ
て

　
　
は
、
車
両
と
医
療
機
器
を
一

括
で
入
札
し
て
お
り
、
落
札
者
で

あ
る
自
動
車
販
売
業
者
と
は
、
車

両
の
み
な
ら
ず
積
載
す
る
医
療
機

器
も
含
め
て
契
約
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

　
　
医
薬
品
や
医
療
機
器
を
販
売

　
　
す
る
た
め
に
は
、
法
律
上
、

許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
契
約
の

相
手
方
と
な
る
自
動
車
販
売
業
者

は
、
こ
の
許
可
を
受
け
て
い
る
の

か
。

　
　
契
約
の
相
手
先
と
な
る
自
動

　
　
車
販
売
業
者
は
、
高
度
管
理

医
療
機
器
等
販
売
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
事
業
者
で
あ
り
、
本
契

約
に
関
し
て
も
支
障
は
な
い
。

《
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
感
染
症
対

策
事
業
》

　
　
今
回
の
補
正
予
算
１
，２
９
４

　
　
万
円
で
の
事
業
内
容
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
実
施

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
　
を
防
止
す
る
た
め
、発
熱
患
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
を
、休
日

急
患
セ
ン
タ
ー
の
他
の
患
者
と
分
離

し
て
実
施
す
る
。休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
市
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
あ
る
い
は

テ
ン
ト
を
設
置
し
、医
師
や
看
護
師

の
増
員
を
行
う
。ま
た
、実
施
の
期

間
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
で

あ
る
本
年
12
月
か
ら
来
年
２
月
ま

で
の
３
か
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

《
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助

事
業
》

　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
一

　
　
生
の
思
い
出
と
も
な
る
修
学

旅
行
は
、
可
能
な
限
り
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
が
、

や
む
を
得
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
判
断
は
ど

こ
が
行
う
の
か
。
ま
た
、
統
一
し

た
判
断
基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

　
　
行
き
先
や
期
間
な
ど
実
施
計

ふくいふくい

９
月
定
例
会
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画
も
含
め
、
学
校
ご
と
に
学
校
側

と
保
護
者
の
皆
様
が
十
分
に
協
議
、

検
討
し
た
上
で
最
終
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
場
合
、
学
校
ご
と

に
保
護
者
の
皆
様
の
理
解
を
得
た

上
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
判
断
基

準
に
つ
い
て
、
県
内
の
感
染
レ
ベ

ル
が
レ
ベ
ル
２
や
レ
ベ
ル
３
と

い
っ
た
段
階
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

中
止
や
延
期
も
視
野
に
検
討
し
て

ほ
し
い
と
各
学
校
に
対
し
、
お
願

い
し
て
い
る
。

《
失
業
者
正
規
雇
用
緊
急
奨
励

事
業
》

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
解

　
　
雇
に
よ
る
失
業
者
が
相
当
数

増
加
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
周
知

に
向
け
て
、
今
後
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
国
が
公
表
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す

る
福
井
県
の
解
雇
等
見
込
み
労
働

者
数
は
９
月
４
日
時
点
で
４
６
１
人

で
あ
り
、５
月
29
日
時
点
の
29
人
と

比
べ
る
と
15
倍
以
上
の
数
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
注
意
を
要

す
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

事
業
の
周
知
に
当
た
っ
て
は
、福
井

市
企
業
情
報
紹
介
サ
イ
ト「
ふ
く
い

お
し
ご
と
ネ
ッ
ト
」を
活
用
す
る
ほ

か
、社
会
保
険
労
務
士
会
な
ど
関
係

団
体
へ
の
周
知
に
も
努
め
て
い
く
。

《
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
》

　
　
平
成
30
年
度
に
サ
ウ
ン
デ
ィ

　
　
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
、

民
間
の
３
事
業
者
か
ら
提
案
を
受

け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
時
と
は
社
会

経
済
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
事
業
者
の
中
に
は
経
営
的

な
打
撃
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
始
ま
る
譲

渡
先
事
業
者
募
集
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
名
乗
り
を
上
げ
て
く
る
事
業

者
が
あ
る
の
か
を
懸
念
す
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
特
に
観
光
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

　
　
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
い
て

提
案
し
た
事
業
者
全
て
に
必
ず
参

加
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
担
保
は
な

い
も
の
の
、年
数
が
た
つ
と
施
設
は

さ
ら
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と

か
ら
、で
き
る
だ
け
早
期
に
募
集
し

譲
渡
先
を
決
定
し
た
い
。

《
第
２
波
に
備
え
た
感
染
予
防
策

に
つ
い
て
》

　
　
い
わ
ゆ
る
夜
の
街
の
特
定
の

　
　
業
種
の
方
に
対
象
を
絞
っ
て
、

定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
も

ら
う
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、検
査

機
会
を
多
く
設
け
る
こ
と
で
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
感
染
の
疑
い
が
あ

　
　
る
場
合
や
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
、
そ

の
対
象
者
や
濃
厚
接
触
者
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
感
染
の
お
そ
れ

が
あ
る
接
触
者
全
て
に
対
し
て
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
特
定
の
地

域
に
絞
っ
て
の
不
安
解
消
の
た
め

の
検
査
も
重
要
と
は
考
え
る
が
、

検
査
で
陰
性
の
結
果
を
得
た
と
し

て
も
将
来
の
陰
性
を
確
保
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
医
療
従
事

者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
検
査
に
注
力
し
て
い
る
。

　
　
手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

　
　
る
感
染
防
止
を
引
き
続
き
周

知
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、文
部

科
学
省
は
子
ど
も
の
マ
ス
ク
に
関
し

て
、こ
れ
ま
で
の「
基
本
的
に
常
時

着
用
」を
見
直
し
、熱
中
症
対
策
を

優
先
す
る
方
針
で
あ
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。再
開
し
た
小・中
学
校
で

は
、感
染
症
及
び
熱
中
症
対
策
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、基
本
的

　
　
に
常
時
着
用
と
し
な
が
ら
、

熱
中
症
等
の
健
康
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
る
場
合
な
ど
に

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
国
の
方
針
変
更
に
合
わ
せ
、

身
体
的
距
離
が
十
分
に
確
保
で
き

る
場
合
は
着
用
を
必
要
と
し
な
い

取
扱
い
と
す
る
よ
う
各
学
校
に
依

頼
し
た
。
今
年
は
夏
休
み
が
短
縮

さ
れ
た
こ
と
で
、
熱
中
症
の
危
険

は
例
年
以
上
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
マ
ス
ク
の
対
応
に
加

え
、
健
康
観
察
や
環
境
条
件
に
応

じ
た
活
動
内
容
の
検
討
な
ど
熱
中

症
対
策
を
最
優
先
に
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
感
染
者
の
中
に
は
退
院
後
に

　
　
息
苦
し
さ
な
ど
の
後
遺
症
が

続
く
方
も
い
る
と
聞
く
が
、本
市
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

ま
た
、退
院
後
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
追
跡
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
後
遺
症
に
は
息
苦
し
さ
や
倦

　
　
怠
感
、
疲
労
感
等
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
感
染

者
に
対
し
て
退
院
後
４
週
間
の
健

康
観
察
を
行
っ
て
お
り
、
一
部
の

方
か
ら
体
力
や
筋
力
の
低
下
、
喉

の
違
和
感
等
の
訴
え
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
改
善
し
た
た
め
後
遺
症
が

続
い
た
と
い
っ
た
方
は
今
の
と
こ

ろ
出
て
い
な
い
。

《
道
路
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
》

　
　
市
内
に
３
，２
７
０
基
あ
る
道

　
　
路
照
明
の
う
ち
、
今
年
度
、

１
，２
８
４
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り

替
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、残
り
の
道

路
照
明
に
つ
い
て
も
、今
後
、計
画

的
に
取
り
替
え
て
い
く
の
か
。

　
　
現
在
、
既
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
と

　
　
な
っ
て
い
る
も
の
が
１
８
４

基
あ
る
。
今
回
の
事
業
で
は
、
水

銀
灯
ラ
ン
プ
が
国
際
条
約
に
よ
り

来
年
か
ら
製
造
や
輸
出
入
が
禁
止

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
使
用

し
て
い
る
１
，２
８
４
基
の
道
路
照

建
設
委
員
会

主
な
議
案

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会

計
で
10
億
１
，７
３
４
万
４
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
特

別
会
計
で
は
中
央
卸
売
市
場
特
別

会
計
で
77
万
３
千
円
を
増
額
、
企

業
会
計
で
は
水
道
事
業
会
計
で
27

万
８
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
各
会
計
の
補
正
後
の
予
算
額

は
、
一
般
会
計
で
１
，４
５
９

億
４
，９
１
６
万
６
千
円
、
特
別

会
計
で
７
７
５
億
３
，０
５
４
万
円
、

企
業
会
計
で
２
８
０
億
６
，９
７
２

万
２
千
円
と
な
り
、
全
会
計
で

２
，５
１
５
億
４
，９
４
２
万
８
千
円

と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
応
に
関
す
る
事
業
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
に
関
す
る
次
の
５
項
目
の

事
業
に
、
10
億
７
，６
９
０
万
９
千

円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

⑴
感
染
拡
大
防
止
の
強
化

　
感
染
症
対
策
の
た
め
、
保
育
園

等
が
備
品
等
を
購
入
す
る
際
に
要

す
る
経
費
を
補
助
す
る
「
保
育
施

設
等
感
染
症
対
策
事
業
」、
冬
季
間

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
お

け
る
発
熱
患
者
へ
の
診
療
体
制
に

万
全
を
期
す
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
な
ど
に
よ
る
問
診
や
検
査
体

制
の
確
立
に
必
要
な
環
境
整
備
を

行
う
「
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
感
染

症
対
策
事
業
」
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

⑵
安
全・安
心
な
市
民
生
活
の
確
保

　
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
利
用
者
が

大
幅
に
減
少
し
た
地
域
鉄
道
・
路
線

バ
ス
の
運
行
業
者
に
対
し
、
安
定
運

行
維
持
の
た
め
の
経
営
支
援
と
、
利

用
回
復
に
向
け
た
環
境
整
備
の
支
援

を
行
う
「
地
域
公
共
交
通
緊
急
支
援

事
業
」、
感
染
症
対
策
と
し
て
避
難

所
を
小
学
校
体
育
館
に
変
更
し
た
こ

と
に
伴
い
、
今
後
の
寒
さ
対
策
の
た

め
に
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
を
追
加
配
備
す
る
「
避
難
所

感
染
症
対
策
備
蓄
品
整
備
事
業
」
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

⑶
地
域
経
済
へ
の
支
援

　
福
井
の
食
を
代
表
す
る
越
前
ガ

ニ
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
お
得

な
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
、
観

光
誘
客
の
拡
大
を
図
る
「
お
い
し

い
福
井
の
冬
・
お
泊
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
」、
感
染
症
が
拡
大
す
る
中

で
、
解
雇
に
よ
る
失
業
者
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
奨
励
金
を
交

付
す
る
「
失
業
者
正
規
雇
用
緊
急

奨
励
事
業
」な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

⑷
学
習
環
境
の
充
実

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
衛
生
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
及
び
手
洗
い
場
の
増
設

を
行
う
「
学
校
衛
生
環
境
改
善
事

業
」、
修
学
旅
行
を
や
む
を
得
ず
中

止
し
た
場
合
に
生
じ
る
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
補
填
す
る「
修
学
旅
行
キ
ャ

ン
セ
ル
料
補
助
事
業
」
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

⑸
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応

　
市
役
所
の
庁
内
外
で
リ
モ
ー
ト

会
議
を
行
え
る
環
境
を
整
備
す
る

「
リ
モ
ー
ト
会
議
環
境
整
備
事
業
」、

市
民
が
安
全
・
安
心
な
状
況
で
文

化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
を
支
援
す
る
「
文
化
芸

術
活
動
支
援
事
業
」
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

〈
中
止
・
縮
減
事
業
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
事
業
費
に
充
て
る
た
め
、

議
会
経
費
を
２
，１
７
５
万
７
千
円
、

市
長
な
ど
常
勤
の
特
別
職
の
令
和

２
年
12
月
期
末
手
当
を
１
３
９
万

３
千
円
、そ
の
他
１
２
２
件
の
事
業

の
中
止
・
縮
減
に
よ
り
３
億
１
７
万

１
千
円
、
合
計
で
３
億
２
，３
３
２

万
１
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

〈
国
・
県
の
補
助
金
等
に
伴
う
事

　
業
〉

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け

て
、
ま
ち
な
か
の
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
足
羽
山
公
園
内
の
環
境

を
整
備
す
る
「
足
羽
山
魅
力
向
上

事
業
」
な
ど
に
、
７
，４
０
０
万
円

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

〈
各
種
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

　
取
組
〉

　
避
難
情
報
を
速
や
か
に
発
信
し
、

市
民
に
迅
速
な
避
難
行
動
を
促
す

た
め
、
市
の
防
災
行
政
無
線
と
県

災
害
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
連
携
さ
せ
る
「
防
災
行
政

無
線
連
携
事
業
」
な
ど
に
、
１
億

８
，９
７
５
万
６
千
円
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

○
中
央
卸
売
市
場
特
別
会
計
補
正

予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、市
場
事
業
者
等
の

経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
事

業
者
等
で
構
成
す
る
福
井
市
中
央

卸
売
市
場
協
会
に
対
し
て
給
付
金

を
支
給
す
る
「
市
場
応
援
給
付
金

事
業
」
に
77
万
３
千
円
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
事
業
費
に
充
て
る
た
め
、

企
業
管
理
者
の
令
和
２
年
12
月
期

末
手
当
を
27
万
８
千
円
減
額
す
る

も
の
で
す
。

○
市
長
等
の
期
末
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
影

響
が
出
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
市

長
等
の
令
和
２
年
12
月
期
末
手
当

を
減
ず
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
で

す
。

○
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
民
営
化
を
進
め
る
た
め
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
文
化
会
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
及
び
福
井

市
文
化
会
館
駐
車
場
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
福
井
市

文
化
会
館
を
令
和
２
年
度
末
で
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
文
化

会
館
駐
車
場
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

○
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対

策
の
強
化
及
び
推
進
を
求
め
る

意
見
書

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
人
権
擁
護
委
員

　
本
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
６
名
の
委
員
を
引
き

続
き
同
委
員
候
補
者
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
に
意
見
を
求
め
ら
れ
、

異
議
が
な
い
旨
を
答
申
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

令
和
２
年
度
補
正
予
算

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

条
　
　
例

問答

問答

委
員
会
審
査

今
回
議
決
し
た
主
な
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、

14
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

特別委員会の委員を選任しました
◎委員長　○副委員長

◎水島　秀晃　　○津田かおり　　　石丸　浜夫　　　堀川　秀樹　　　野嶋　祐記
　玉村　正人　　　藤田　諭　　　　泉　　和弥　　　池上　優徳　　　近藤　實　
　寺島　恭也　　　榊原　光賀　　　山田　文葉　　　酒井　良樹　　　岩佐　武彦
調査項目　　各会計当初予算、補正予算の審査及び市政上の重要案件
◎青木　幹雄　　○加藤　貞信　　　奥島　光晴　　　鈴木　正樹　　　玉村　正人
　菅生　敬一　　　福野　大輔　　　池上　優徳　　　酒井　良樹　　　岩佐　武彦
調査項目　　各会計決算等の審査

予算特別委員会

決算特別委員会

委　員　会　名 委 　 　 　 員 　 　 　 名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

影
響
対
策
特
別
委
員
会

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
か
ら
、
主
な
質
疑
等

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

（
委
員
会
終
了
順
に
掲
載
）

答問 問答

明
に
つ
い
て
取
り
替
え
を
行
う
。

残
り
の
蛍
光
灯
や
白
熱
灯
な
ど
の

道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
使
用
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

が
、
今
回
の
よ
う
な
有
利
な
地
方

債
の
有
無
な
ど
財
源
の
調
査
を
今

後
進
め
な
が
ら
、
取
り
替
え
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

《
国
庫
支
出
金
》

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
、本
市
に
ど
れ
く
ら
い
配
分
さ

れ
る
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
は
、
１
次
分
と
２
次
分

を
合
わ
せ
て
約
30
億
円
で
あ
り
、

６
月
に
１
次
分
の
実
施
計
画
、
約

15
億
円
を
申
請
し
て
い
る
。
残
り

に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
し
て
い

る
９
月
補
正
予
算
や
今
後
の
コ
ロ

ナ
対
策
分
を
加
味
し
、
９
月
末
に

２
次
分
も
合
わ
せ
約
30
億
円
の
計

画
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
へ
の
新
た
な
財
源
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、
そ

の
備
え
と
し
て
交
付
金
を
充
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
約
30
億
円
の
う
ち
、
第

１
次
計
画
分
を
差
し
引
い
た
残
り

の
約
15
億
円
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
た
活
用
を

考
え
て
い
く
。

《
財
産
の
取
得（
高
規
格
救
急
車
）》

　
　
契
約
の
相
手
方
は
自
動
車
販

　
　
売
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

積
載
す
る
医
療
機
器
も
含
め
て
、

当
該
事
業
者
と
契
約
を
行
う
こ
と

に
な
る
の
か
。

　
　
救
急
車
の
購
入
に
当
た
っ
て

　
　
は
、
車
両
と
医
療
機
器
を
一

括
で
入
札
し
て
お
り
、
落
札
者
で

あ
る
自
動
車
販
売
業
者
と
は
、
車

両
の
み
な
ら
ず
積
載
す
る
医
療
機

器
も
含
め
て
契
約
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

　
　
医
薬
品
や
医
療
機
器
を
販
売

　
　
す
る
た
め
に
は
、
法
律
上
、

許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
契
約
の

相
手
方
と
な
る
自
動
車
販
売
業
者

は
、
こ
の
許
可
を
受
け
て
い
る
の

か
。

　
　
契
約
の
相
手
先
と
な
る
自
動

　
　
車
販
売
業
者
は
、
高
度
管
理

医
療
機
器
等
販
売
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
事
業
者
で
あ
り
、
本
契

約
に
関
し
て
も
支
障
は
な
い
。

《
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
感
染
症
対

策
事
業
》

　
　
今
回
の
補
正
予
算
１
，２
９
４

　
　
万
円
で
の
事
業
内
容
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
実
施

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
　
を
防
止
す
る
た
め
、発
熱
患
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
を
、休
日

急
患
セ
ン
タ
ー
の
他
の
患
者
と
分
離

し
て
実
施
す
る
。休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
市
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
あ
る
い
は

テ
ン
ト
を
設
置
し
、医
師
や
看
護
師

の
増
員
を
行
う
。ま
た
、実
施
の
期

間
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
で

あ
る
本
年
12
月
か
ら
来
年
２
月
ま

で
の
３
か
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

《
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助

事
業
》

　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
一

　
　
生
の
思
い
出
と
も
な
る
修
学

旅
行
は
、
可
能
な
限
り
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
が
、

や
む
を
得
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
判
断
は
ど

こ
が
行
う
の
か
。
ま
た
、
統
一
し

た
判
断
基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

　
　
行
き
先
や
期
間
な
ど
実
施
計

ふくいふくい

９
月
定
例
会
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画
も
含
め
、
学
校
ご
と
に
学
校
側

と
保
護
者
の
皆
様
が
十
分
に
協
議
、

検
討
し
た
上
で
最
終
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
場
合
、
学
校
ご
と

に
保
護
者
の
皆
様
の
理
解
を
得
た

上
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
判
断
基

準
に
つ
い
て
、
県
内
の
感
染
レ
ベ

ル
が
レ
ベ
ル
２
や
レ
ベ
ル
３
と

い
っ
た
段
階
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

中
止
や
延
期
も
視
野
に
検
討
し
て

ほ
し
い
と
各
学
校
に
対
し
、
お
願

い
し
て
い
る
。

《
失
業
者
正
規
雇
用
緊
急
奨
励

事
業
》

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
解

　
　
雇
に
よ
る
失
業
者
が
相
当
数

増
加
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
周
知

に
向
け
て
、
今
後
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
国
が
公
表
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す

る
福
井
県
の
解
雇
等
見
込
み
労
働

者
数
は
９
月
４
日
時
点
で
４
６
１
人

で
あ
り
、５
月
29
日
時
点
の
29
人
と

比
べ
る
と
15
倍
以
上
の
数
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
注
意
を
要

す
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

事
業
の
周
知
に
当
た
っ
て
は
、福
井

市
企
業
情
報
紹
介
サ
イ
ト「
ふ
く
い

お
し
ご
と
ネ
ッ
ト
」を
活
用
す
る
ほ

か
、社
会
保
険
労
務
士
会
な
ど
関
係

団
体
へ
の
周
知
に
も
努
め
て
い
く
。

《
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
》

　
　
平
成
30
年
度
に
サ
ウ
ン
デ
ィ

　
　
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
、

民
間
の
３
事
業
者
か
ら
提
案
を
受

け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
時
と
は
社
会

経
済
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
事
業
者
の
中
に
は
経
営
的

な
打
撃
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
始
ま
る
譲

渡
先
事
業
者
募
集
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
名
乗
り
を
上
げ
て
く
る
事
業

者
が
あ
る
の
か
を
懸
念
す
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
特
に
観
光
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

　
　
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
い
て

提
案
し
た
事
業
者
全
て
に
必
ず
参

加
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
担
保
は
な

い
も
の
の
、年
数
が
た
つ
と
施
設
は

さ
ら
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と

か
ら
、で
き
る
だ
け
早
期
に
募
集
し

譲
渡
先
を
決
定
し
た
い
。

《
第
２
波
に
備
え
た
感
染
予
防
策

に
つ
い
て
》

　
　
い
わ
ゆ
る
夜
の
街
の
特
定
の

　
　
業
種
の
方
に
対
象
を
絞
っ
て
、

定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
も

ら
う
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、検
査

機
会
を
多
く
設
け
る
こ
と
で
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
感
染
の
疑
い
が
あ

　
　
る
場
合
や
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
、
そ

の
対
象
者
や
濃
厚
接
触
者
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
感
染
の
お
そ
れ

が
あ
る
接
触
者
全
て
に
対
し
て
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
特
定
の
地

域
に
絞
っ
て
の
不
安
解
消
の
た
め

の
検
査
も
重
要
と
は
考
え
る
が
、

検
査
で
陰
性
の
結
果
を
得
た
と
し

て
も
将
来
の
陰
性
を
確
保
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
医
療
従
事

者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
検
査
に
注
力
し
て
い
る
。

　
　
手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

　
　
る
感
染
防
止
を
引
き
続
き
周

知
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、文
部

科
学
省
は
子
ど
も
の
マ
ス
ク
に
関
し

て
、こ
れ
ま
で
の「
基
本
的
に
常
時

着
用
」を
見
直
し
、熱
中
症
対
策
を

優
先
す
る
方
針
で
あ
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。再
開
し
た
小・中
学
校
で

は
、感
染
症
及
び
熱
中
症
対
策
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、基
本
的

　
　
に
常
時
着
用
と
し
な
が
ら
、

熱
中
症
等
の
健
康
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
る
場
合
な
ど
に

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
国
の
方
針
変
更
に
合
わ
せ
、

身
体
的
距
離
が
十
分
に
確
保
で
き

る
場
合
は
着
用
を
必
要
と
し
な
い

取
扱
い
と
す
る
よ
う
各
学
校
に
依

頼
し
た
。
今
年
は
夏
休
み
が
短
縮

さ
れ
た
こ
と
で
、
熱
中
症
の
危
険

は
例
年
以
上
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
マ
ス
ク
の
対
応
に
加

え
、
健
康
観
察
や
環
境
条
件
に
応

じ
た
活
動
内
容
の
検
討
な
ど
熱
中

症
対
策
を
最
優
先
に
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
感
染
者
の
中
に
は
退
院
後
に

　
　
息
苦
し
さ
な
ど
の
後
遺
症
が

続
く
方
も
い
る
と
聞
く
が
、本
市
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

ま
た
、退
院
後
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
追
跡
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
後
遺
症
に
は
息
苦
し
さ
や
倦

　
　
怠
感
、
疲
労
感
等
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
感
染

者
に
対
し
て
退
院
後
４
週
間
の
健

康
観
察
を
行
っ
て
お
り
、
一
部
の

方
か
ら
体
力
や
筋
力
の
低
下
、
喉

の
違
和
感
等
の
訴
え
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
改
善
し
た
た
め
後
遺
症
が

続
い
た
と
い
っ
た
方
は
今
の
と
こ

ろ
出
て
い
な
い
。

《
道
路
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
》

　
　
市
内
に
３
，２
７
０
基
あ
る
道

　
　
路
照
明
の
う
ち
、
今
年
度
、

１
，２
８
４
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り

替
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、残
り
の
道

路
照
明
に
つ
い
て
も
、今
後
、計
画

的
に
取
り
替
え
て
い
く
の
か
。

　
　
現
在
、
既
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
と

　
　
な
っ
て
い
る
も
の
が
１
８
４

基
あ
る
。
今
回
の
事
業
で
は
、
水

銀
灯
ラ
ン
プ
が
国
際
条
約
に
よ
り

来
年
か
ら
製
造
や
輸
出
入
が
禁
止

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
使
用

し
て
い
る
１
，２
８
４
基
の
道
路
照

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

明
に
つ
い
て
取
り
替
え
を
行
う
。

残
り
の
蛍
光
灯
や
白
熱
灯
な
ど
の

道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
使
用
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

が
、
今
回
の
よ
う
な
有
利
な
地
方

債
の
有
無
な
ど
財
源
の
調
査
を
今

後
進
め
な
が
ら
、
取
り
替
え
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

《
国
庫
支
出
金
》

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
、本
市
に
ど
れ
く
ら
い
配
分
さ

れ
る
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
は
、
１
次
分
と
２
次
分

を
合
わ
せ
て
約
30
億
円
で
あ
り
、

６
月
に
１
次
分
の
実
施
計
画
、
約

15
億
円
を
申
請
し
て
い
る
。
残
り

に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
し
て
い

る
９
月
補
正
予
算
や
今
後
の
コ
ロ

ナ
対
策
分
を
加
味
し
、
９
月
末
に

２
次
分
も
合
わ
せ
約
30
億
円
の
計

画
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
へ
の
新
た
な
財
源
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、
そ

の
備
え
と
し
て
交
付
金
を
充
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
約
30
億
円
の
う
ち
、
第

１
次
計
画
分
を
差
し
引
い
た
残
り

の
約
15
億
円
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
た
活
用
を

考
え
て
い
く
。

《
財
産
の
取
得（
高
規
格
救
急
車
）》

　
　
契
約
の
相
手
方
は
自
動
車
販

　
　
売
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

積
載
す
る
医
療
機
器
も
含
め
て
、

当
該
事
業
者
と
契
約
を
行
う
こ
と

に
な
る
の
か
。

　
　
救
急
車
の
購
入
に
当
た
っ
て

　
　
は
、
車
両
と
医
療
機
器
を
一

括
で
入
札
し
て
お
り
、
落
札
者
で

あ
る
自
動
車
販
売
業
者
と
は
、
車

両
の
み
な
ら
ず
積
載
す
る
医
療
機

器
も
含
め
て
契
約
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

　
　
医
薬
品
や
医
療
機
器
を
販
売

　
　
す
る
た
め
に
は
、
法
律
上
、

許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
契
約
の

相
手
方
と
な
る
自
動
車
販
売
業
者

は
、
こ
の
許
可
を
受
け
て
い
る
の

か
。

　
　
契
約
の
相
手
先
と
な
る
自
動

　
　
車
販
売
業
者
は
、
高
度
管
理

医
療
機
器
等
販
売
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
事
業
者
で
あ
り
、
本
契

約
に
関
し
て
も
支
障
は
な
い
。

《
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
感
染
症
対

策
事
業
》

　
　
今
回
の
補
正
予
算
１
，２
９
４

　
　
万
円
で
の
事
業
内
容
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
実
施

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
　
を
防
止
す
る
た
め
、発
熱
患
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
を
、休
日

急
患
セ
ン
タ
ー
の
他
の
患
者
と
分
離

し
て
実
施
す
る
。休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
市
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
あ
る
い
は

テ
ン
ト
を
設
置
し
、医
師
や
看
護
師

の
増
員
を
行
う
。ま
た
、実
施
の
期

間
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
で

あ
る
本
年
12
月
か
ら
来
年
２
月
ま

で
の
３
か
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

《
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助

事
業
》

　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
一

　
　
生
の
思
い
出
と
も
な
る
修
学

旅
行
は
、
可
能
な
限
り
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
が
、

や
む
を
得
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
判
断
は
ど

こ
が
行
う
の
か
。
ま
た
、
統
一
し

た
判
断
基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

　
　
行
き
先
や
期
間
な
ど
実
施
計

教
育
民
生
委
員
会

問問 答

問 答問

問

答答

答 問答

問答

問答

①｠皆川　信正（一真会） ②｠堀江　廣海（一真会） ③｠堀川　秀樹（市民クラブ）

④｠加藤　貞信（志政会） ⑤｠菅生　敬一（公明党） ⑥｠泉　和弥（新生ふくい）

⑦｠青木　幹雄（一真会） ⑧｠村田　耕一（市民クラブ） ⑨｠石丸　浜夫（志政会）

⑬｠野嶋　祐記（志政会） ⑭｠津田　かおり（公明党） ⑮｠岩佐　武彦（一真会）

⑯｠田中　義乃（新生ふくい） ⑰｠寺島　恭也（一真会） ⑱｠福野　大輔（一真会）

⑲｠鈴木　正樹（日本共産党）

㉒｠池上　優徳（一真会）

⑳｠榊原　光賀（一真会） ㉑｠奥島　光晴（新生ふくい）

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、９月７日から９日までの
３日間、22人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

１ 新学校給食センター整備に関連す
ることと後年度財政負担に関する
市政への影響について

１ 新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策について

２ ハピリンの現状と課題について
３ 施設マネジメントについて
４ 豊地区のカラスふん害対策について

１ 新型コロナウイルス感染症に対す
る福井市の取組について

２ 災害発生時の避難所設置における
レンタカー協会等各種協会や団体
との災害協定締結について

１ ＰＣＲ検査の拡充について
２ デジタル・ガバメントについて
３ 指定管理者制度について
４ 障がい者の雇用と就職について

１ 学校規模適正化について
２ 福井市新学校給食センターの整備

について

１ 豪雨災害に対する備えについて
２ 戦争の悲惨さと平和の尊さを後世

に伝える活動について
３ アフターコロナと地域コミュニティー

について

１ 本市における福祉行政について
２ 本市の農林水産業への支援策につ

いて
３ 地方分権と地方の活性化に向けた

取組について
４ 本市の文化行政について

１ 中核市としての感染症対策について
２ 連携中枢都市圏中心都市における

感染症対策について

１ 学校規模適正化について
２ 避難所設置について
３ 漁港整備について
４ 森林整備について

１ 令和元年度普通会計決算状況につ
いて

２ 令和２年度一般会計の収支見通し
について

３ 人件費（期末手当）の削減について
４ がんばれ福井応援券について
５ コロナ禍における個人事業者・中

小企業への経済対策について
６ 水道事業会計の経常利益と水道料

金減免について
７ 下水道事業会計の経常利益について
８ 下水道事業会計の一般会計繰入金

について
９ 福井市美術館の企画展と美術品の

収集について
10 セーレンプラネットの今後の取組、

経営について

１ コロナ禍における学校教育について
２ 高齢者施設におけるＰＣＲ検査の

必要性について
３ 水害対策と河川改修について

１ 福井市立地適正化計画の課題につ
いて

１ 児童・生徒１人１台の端末整備に
ついて

２ プラスチックごみの削減について
３ ＡＹＡ世代のがん患者への支援に

ついて
４ 中高年のひきこもり対策と「断ら

ない」相談支援について

１ 新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の強化について

２ コロナ禍における市民生活の確保
や経済対策について

１ 新型コロナウイルス感染症患者の
救急搬送について

２ 福井市小中学校の学校規模及び配
置の適正化について

３ 地域の宝である文殊山、槙山、三峯
山、城山の整備について

１ 未来のための今　これからのエネ
ルギーと環境について

１ 観光復興について
２ 新しい生活様式への対応について

１ コロナ禍における対策について

１ 特定業種に対するＰＣＲ検査につ
いて

２ 新型コロナウイルス感染者に対す
る誹謗中傷について

３ キャッシュレス決済の推進について
４ オンライン・郵送で完結する行政

手続の推進について

１ 本市における無料Ｗｉ－Ｆｉ環境
について

２ ふくいの農林水産物ＥＣサイト開
設事業について

３ ふくいの農林水産物魅力ＰＲ動画
作成事業について

４ 障がい者就労継続支援事業所につ
いて

１ 男女共同参画基本計画の現状と今
後の展望について

２ コロナ禍における避難所開設につ
いて

３ コロナ禍における教育課題について

１ 新型コロナウイルスの影響と対策
について

２ コロナ禍における原発防災について

⑩｠山田　文葉（日本共産党） ⑫｠八田　一以（一真会）⑪｠近藤　實（無所属）

一 般 質 問

ふくいふくい
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画
も
含
め
、
学
校
ご
と
に
学
校
側

と
保
護
者
の
皆
様
が
十
分
に
協
議
、

検
討
し
た
上
で
最
終
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
場
合
、
学
校
ご
と

に
保
護
者
の
皆
様
の
理
解
を
得
た

上
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
判
断
基

準
に
つ
い
て
、
県
内
の
感
染
レ
ベ

ル
が
レ
ベ
ル
２
や
レ
ベ
ル
３
と

い
っ
た
段
階
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

中
止
や
延
期
も
視
野
に
検
討
し
て

ほ
し
い
と
各
学
校
に
対
し
、
お
願

い
し
て
い
る
。

《
失
業
者
正
規
雇
用
緊
急
奨
励

事
業
》

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
解

　
　
雇
に
よ
る
失
業
者
が
相
当
数

増
加
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
周
知

に
向
け
て
、
今
後
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
国
が
公
表
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す

る
福
井
県
の
解
雇
等
見
込
み
労
働

者
数
は
９
月
４
日
時
点
で
４
６
１
人

で
あ
り
、５
月
29
日
時
点
の
29
人
と

比
べ
る
と
15
倍
以
上
の
数
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
注
意
を
要

す
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

事
業
の
周
知
に
当
た
っ
て
は
、福
井

市
企
業
情
報
紹
介
サ
イ
ト「
ふ
く
い

お
し
ご
と
ネ
ッ
ト
」を
活
用
す
る
ほ

か
、社
会
保
険
労
務
士
会
な
ど
関
係

団
体
へ
の
周
知
に
も
努
め
て
い
く
。

《
福
井
市
美
山
森
林
温
泉
み
ら
く

る
亭
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
》

　
　
平
成
30
年
度
に
サ
ウ
ン
デ
ィ

　
　
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
、

民
間
の
３
事
業
者
か
ら
提
案
を
受

け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
時
と
は
社
会

経
済
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
事
業
者
の
中
に
は
経
営
的

な
打
撃
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
始
ま
る
譲

渡
先
事
業
者
募
集
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
名
乗
り
を
上
げ
て
く
る
事
業

者
が
あ
る
の
か
を
懸
念
す
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
特
に
観
光
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

　
　
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
い
て

提
案
し
た
事
業
者
全
て
に
必
ず
参

加
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
担
保
は
な

い
も
の
の
、年
数
が
た
つ
と
施
設
は

さ
ら
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と

か
ら
、で
き
る
だ
け
早
期
に
募
集
し

譲
渡
先
を
決
定
し
た
い
。

《
第
２
波
に
備
え
た
感
染
予
防
策

に
つ
い
て
》

　
　
い
わ
ゆ
る
夜
の
街
の
特
定
の

　
　
業
種
の
方
に
対
象
を
絞
っ
て
、

定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
も

ら
う
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、検
査

機
会
を
多
く
設
け
る
こ
と
で
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
感
染
の
疑
い
が
あ

　
　
る
場
合
や
検
査
が
必
要
で
あ

る
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
、
そ

の
対
象
者
や
濃
厚
接
触
者
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
感
染
の
お
そ
れ

が
あ
る
接
触
者
全
て
に
対
し
て
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
特
定
の
地

域
に
絞
っ
て
の
不
安
解
消
の
た
め

の
検
査
も
重
要
と
は
考
え
る
が
、

検
査
で
陰
性
の
結
果
を
得
た
と
し

て
も
将
来
の
陰
性
を
確
保
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
医
療
従
事

者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
検
査
に
注
力
し
て
い
る
。

　
　
手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

　
　
る
感
染
防
止
を
引
き
続
き
周

知
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、文
部

科
学
省
は
子
ど
も
の
マ
ス
ク
に
関
し

て
、こ
れ
ま
で
の「
基
本
的
に
常
時

着
用
」を
見
直
し
、熱
中
症
対
策
を

優
先
す
る
方
針
で
あ
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。再
開
し
た
小・中
学
校
で

は
、感
染
症
及
び
熱
中
症
対
策
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、基
本
的

　
　
に
常
時
着
用
と
し
な
が
ら
、

熱
中
症
等
の
健
康
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
ま
る
場
合
な
ど
に

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
国
の
方
針
変
更
に
合
わ
せ
、

身
体
的
距
離
が
十
分
に
確
保
で
き

る
場
合
は
着
用
を
必
要
と
し
な
い

取
扱
い
と
す
る
よ
う
各
学
校
に
依

頼
し
た
。
今
年
は
夏
休
み
が
短
縮

さ
れ
た
こ
と
で
、
熱
中
症
の
危
険

は
例
年
以
上
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
マ
ス
ク
の
対
応
に
加

え
、
健
康
観
察
や
環
境
条
件
に
応

じ
た
活
動
内
容
の
検
討
な
ど
熱
中

症
対
策
を
最
優
先
に
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
感
染
者
の
中
に
は
退
院
後
に

　
　
息
苦
し
さ
な
ど
の
後
遺
症
が

続
く
方
も
い
る
と
聞
く
が
、本
市
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

ま
た
、退
院
後
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
追
跡
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
後
遺
症
に
は
息
苦
し
さ
や
倦

　
　
怠
感
、
疲
労
感
等
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
感
染

者
に
対
し
て
退
院
後
４
週
間
の
健

康
観
察
を
行
っ
て
お
り
、
一
部
の

方
か
ら
体
力
や
筋
力
の
低
下
、
喉

の
違
和
感
等
の
訴
え
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
改
善
し
た
た
め
後
遺
症
が

続
い
た
と
い
っ
た
方
は
今
の
と
こ

ろ
出
て
い
な
い
。

《
道
路
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
》

　
　
市
内
に
３
，２
７
０
基
あ
る
道

　
　
路
照
明
の
う
ち
、
今
年
度
、

１
，２
８
４
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り

替
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、残
り
の
道

路
照
明
に
つ
い
て
も
、今
後
、計
画

的
に
取
り
替
え
て
い
く
の
か
。

　
　
現
在
、
既
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
と

　
　
な
っ
て
い
る
も
の
が
１
８
４

基
あ
る
。
今
回
の
事
業
で
は
、
水

銀
灯
ラ
ン
プ
が
国
際
条
約
に
よ
り

来
年
か
ら
製
造
や
輸
出
入
が
禁
止

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
使
用

し
て
い
る
１
，２
８
４
基
の
道
路
照

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

明
に
つ
い
て
取
り
替
え
を
行
う
。

残
り
の
蛍
光
灯
や
白
熱
灯
な
ど
の

道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
使
用
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

が
、
今
回
の
よ
う
な
有
利
な
地
方

債
の
有
無
な
ど
財
源
の
調
査
を
今

後
進
め
な
が
ら
、
取
り
替
え
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

《
国
庫
支
出
金
》

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
、本
市
に
ど
れ
く
ら
い
配
分
さ

れ
る
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
は
、
１
次
分
と
２
次
分

を
合
わ
せ
て
約
30
億
円
で
あ
り
、

６
月
に
１
次
分
の
実
施
計
画
、
約

15
億
円
を
申
請
し
て
い
る
。
残
り

に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
し
て
い

る
９
月
補
正
予
算
や
今
後
の
コ
ロ

ナ
対
策
分
を
加
味
し
、
９
月
末
に

２
次
分
も
合
わ
せ
約
30
億
円
の
計

画
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
へ
の
新
た
な
財
源
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、
そ

の
備
え
と
し
て
交
付
金
を
充
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
内

　
　
示
額
約
30
億
円
の
う
ち
、
第

１
次
計
画
分
を
差
し
引
い
た
残
り

の
約
15
億
円
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め
た
活
用
を

考
え
て
い
く
。

《
財
産
の
取
得（
高
規
格
救
急
車
）》

　
　
契
約
の
相
手
方
は
自
動
車
販

　
　
売
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

積
載
す
る
医
療
機
器
も
含
め
て
、

当
該
事
業
者
と
契
約
を
行
う
こ
と

に
な
る
の
か
。

　
　
救
急
車
の
購
入
に
当
た
っ
て

　
　
は
、
車
両
と
医
療
機
器
を
一

括
で
入
札
し
て
お
り
、
落
札
者
で

あ
る
自
動
車
販
売
業
者
と
は
、
車

両
の
み
な
ら
ず
積
載
す
る
医
療
機

器
も
含
め
て
契
約
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

　
　
医
薬
品
や
医
療
機
器
を
販
売

　
　
す
る
た
め
に
は
、
法
律
上
、

許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
契
約
の

相
手
方
と
な
る
自
動
車
販
売
業
者

は
、
こ
の
許
可
を
受
け
て
い
る
の

か
。

　
　
契
約
の
相
手
先
と
な
る
自
動

　
　
車
販
売
業
者
は
、
高
度
管
理

医
療
機
器
等
販
売
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
事
業
者
で
あ
り
、
本
契

約
に
関
し
て
も
支
障
は
な
い
。

《
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
感
染
症
対

策
事
業
》

　
　
今
回
の
補
正
予
算
１
，２
９
４

　
　
万
円
で
の
事
業
内
容
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
実
施

は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
　
を
防
止
す
る
た
め
、発
熱
患
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
を
、休
日

急
患
セ
ン
タ
ー
の
他
の
患
者
と
分
離

し
て
実
施
す
る
。休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
市
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ
あ
る
い
は

テ
ン
ト
を
設
置
し
、医
師
や
看
護
師

の
増
員
を
行
う
。ま
た
、実
施
の
期

間
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
で

あ
る
本
年
12
月
か
ら
来
年
２
月
ま

で
の
３
か
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。

《
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助

事
業
》

　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
一

　
　
生
の
思
い
出
と
も
な
る
修
学

旅
行
は
、
可
能
な
限
り
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
が
、

や
む
を
得
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
判
断
は
ど

こ
が
行
う
の
か
。
ま
た
、
統
一
し

た
判
断
基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

　
　
行
き
先
や
期
間
な
ど
実
施
計

教
育
民
生
委
員
会

問問 答

問 答問

問

答答

答 問答

問答

問答

①｠皆川　信正（一真会） ②｠堀江　廣海（一真会） ③｠堀川　秀樹（市民クラブ）

④｠加藤　貞信（志政会） ⑤｠菅生　敬一（公明党） ⑥｠泉　和弥（新生ふくい）

⑦｠青木　幹雄（一真会） ⑧｠村田　耕一（市民クラブ） ⑨｠石丸　浜夫（志政会）

⑬｠野嶋　祐記（志政会） ⑭｠津田　かおり（公明党） ⑮｠岩佐　武彦（一真会）

⑯｠田中　義乃（新生ふくい） ⑰｠寺島　恭也（一真会） ⑱｠福野　大輔（一真会）

⑲｠鈴木　正樹（日本共産党）

㉒｠池上　優徳（一真会）

⑳｠榊原　光賀（一真会） ㉑｠奥島　光晴（新生ふくい）

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、９月７日から９日までの
３日間、22人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

１ 新学校給食センター整備に関連す
ることと後年度財政負担に関する
市政への影響について

１ 新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策について

２ ハピリンの現状と課題について
３ 施設マネジメントについて
４ 豊地区のカラスふん害対策について

１ 新型コロナウイルス感染症に対す
る福井市の取組について

２ 災害発生時の避難所設置における
レンタカー協会等各種協会や団体
との災害協定締結について

１ ＰＣＲ検査の拡充について
２ デジタル・ガバメントについて
３ 指定管理者制度について
４ 障がい者の雇用と就職について

１ 学校規模適正化について
２ 福井市新学校給食センターの整備

について

１ 豪雨災害に対する備えについて
２ 戦争の悲惨さと平和の尊さを後世

に伝える活動について
３ アフターコロナと地域コミュニティー

について

１ 本市における福祉行政について
２ 本市の農林水産業への支援策につ

いて
３ 地方分権と地方の活性化に向けた

取組について
４ 本市の文化行政について

１ 中核市としての感染症対策について
２ 連携中枢都市圏中心都市における

感染症対策について

１ 学校規模適正化について
２ 避難所設置について
３ 漁港整備について
４ 森林整備について

１ 令和元年度普通会計決算状況につ
いて

２ 令和２年度一般会計の収支見通し
について

３ 人件費（期末手当）の削減について
４ がんばれ福井応援券について
５ コロナ禍における個人事業者・中

小企業への経済対策について
６ 水道事業会計の経常利益と水道料

金減免について
７ 下水道事業会計の経常利益について
８ 下水道事業会計の一般会計繰入金

について
９ 福井市美術館の企画展と美術品の

収集について
10 セーレンプラネットの今後の取組、

経営について

１ コロナ禍における学校教育について
２ 高齢者施設におけるＰＣＲ検査の

必要性について
３ 水害対策と河川改修について

１ 福井市立地適正化計画の課題につ
いて

１ 児童・生徒１人１台の端末整備に
ついて

２ プラスチックごみの削減について
３ ＡＹＡ世代のがん患者への支援に

ついて
４ 中高年のひきこもり対策と「断ら

ない」相談支援について

１ 新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の強化について

２ コロナ禍における市民生活の確保
や経済対策について

１ 新型コロナウイルス感染症患者の
救急搬送について

２ 福井市小中学校の学校規模及び配
置の適正化について

３ 地域の宝である文殊山、槙山、三峯
山、城山の整備について

１ 未来のための今　これからのエネ
ルギーと環境について

１ 観光復興について
２ 新しい生活様式への対応について

１ コロナ禍における対策について

１ 特定業種に対するＰＣＲ検査につ
いて

２ 新型コロナウイルス感染者に対す
る誹謗中傷について

３ キャッシュレス決済の推進について
４ オンライン・郵送で完結する行政

手続の推進について

１ 本市における無料Ｗｉ－Ｆｉ環境
について

２ ふくいの農林水産物ＥＣサイト開
設事業について

３ ふくいの農林水産物魅力ＰＲ動画
作成事業について

４ 障がい者就労継続支援事業所につ
いて

１ 男女共同参画基本計画の現状と今
後の展望について

２ コロナ禍における避難所開設につ
いて

３ コロナ禍における教育課題について

１ 新型コロナウイルスの影響と対策
について

２ コロナ禍における原発防災について

⑩｠山田　文葉（日本共産党） ⑫｠八田　一以（一真会）⑪｠近藤　實（無所属）

一 般 質 問

ふくいふくい
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一
般
質
問
要
旨

学
校
再
編
に
つ
い
て

　
学
校
は
地
域
交
流
の
拠
点
で

あ
る
。
学
校
規
模
適
正
化
に
伴

い
、
学
校
の
分
割
や
統
廃
合
が

行
わ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
公
民
館
活
動
等
の
地
域
活

動
を
続
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ご
所
見
は
。

　
ま
た
、
森
田
小
学
校
を
２
校

に
分
割
し
、
河
合
地
区
を
含
め

た
北
部
地
域
に
中
学
校
を
新
設

し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
区
の
要

望
に
対
す
る
ご
所
見
は
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
行
す
る
中
で
、
学
校

の
分
割
や
統
廃
合
を
行
う
場
合

も
地
区
と
学
校
と
が
一
体
と

な
っ
た
地
域
活
動
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠

点
で
あ
る
公
民
館
を
中
心
に
、

地
域
、
学
校
、
家
庭
が
連
携
し
、

再
編
前
の
学
校
区
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
、
区
民
大
会
や
地

域
住
民
と
の
交
流
等
を
通
し
て
、

心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
河
合
地
区
も
含
め
た

北
部
地
域
の
児
童
・
生
徒
数
、

通
学
距
離
、
建
設
場
所
等
、
総

合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

質

　
　問

回

　
　答

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
中
核
市
と
な
り
、
保
健
所
が

当
市
に
移
管
さ
れ
た
が
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
図
ら

れ
た
か
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ふ
く

い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
の
中

心
都
市
と
し
て
、
他
10
市
町
と

ど
の
よ
う
に
連
絡
、
協
調
し
て
い

る
の
か
。

　
感
染
症
対
策
の
窓
口
で
あ
る

保
健
所
が
市
に
あ
る
こ
と
で
、

直
接
患
者
本
人
か
ら
同
意
を
得

て
情
報
を
収
集
し
、
よ
り
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

速
や
か
な
予
防
対
策
の
実
施
や

感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
る
。

　
ま
た
、
圏
内
11
市
町
の
中
で

保
健
所
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
は
本
市
の
み
で
あ
る
た
め
、

他
市
町
と
直
接
連
携
す
る
こ
と

は
な
い
が
、
各
市
町
を
管
轄
す

る
県
保
健
所
と
連
携
を
強
化
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
当
た
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ふ
く
い
嶺
北
連
携

中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

事
業
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
圏
域
市
町
と
の
情
報
の
共
有

を
図
り
、
取
組
を
進
め
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

加藤 貞信
志政会

かとう　 さだのぶ
議
員

レ
ン
タ
カ
ー
業
界
と
の

災
害
協
定
に
つ
い
て

　
レ
ン
タ
カ
ー
協
会
と
災
害
協

定
を
締
結
し
、
災
害
の
際
の
避

難
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
自
己
防
衛
に
活
用
で
き
る

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
等
を
借
り

受
け
て
は
ど
う
か
。
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
は
ト
イ
レ
や
シ
ャ

ワ
ー
等
も
完
備
し
、
避
難
に
最

適
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
レ
ン
タ
カ
ー
協
会
と
の
協
定

に
つ
い
て
は
、
本
市
と
同
規
模

の
自
治
体
の
締
結
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
し
た
上
で
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
に
つ

い
て
は
、
近
隣
自
治
体
も
同
様

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏

に
お
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。 質

　
　問

回

　
　答

堀川 秀樹
市民クラブ

ほりかわ　 ひでき
議
員

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に

関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
あ
た
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
採

用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

地
方
債
の
起
債
制
限
の
視
点
か

ら
見
た
本
市
財
政
の
現
状
と
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
る
本
市
に
お
け
る
財
政
面
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　
地
方
債
の
起
債
は
、
実
質
公

債
費
比
率
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

が
、
本
市
に
お
け
る
実
質
公
債

費
比
率
は
、
令
和
元
年
度
決
算

で
10
・
３
％
と
起
債
が
制
限
さ

れ
る
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
従
来
方
式
で
建
設
す

る
と
建
設
時
に
コ
ス
ト
が
集
中

す
る
が
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
は
、
設

計
業
務
や
建
設
工
事
に
加
え
、

長
期
間
に
わ
た
る
維
持
管
理
や

運
営
の
業
務
を
包
括
し
て
契
約

す
る
こ
と
で
、
事
業
費
を
平
準

化
で
き
、
北
陸
新
幹
線
福
井
開

業
に
向
け
た
事
業
な
ど
で
財
政

支
出
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
財
政
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

堀江 廣海
一真会

ほりえ　ひろみ
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

青木 幹雄
一真会

あおき　みきお
議
員

本
市
の
農
林
水
産
業
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

　
持
続
的
に
農
林
水
産
業
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
担
い
手
の

確
保
と
農
林
水
産
業
で
生
活
を

維
持
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
雇

用
情
勢
が
変
化
し
て
い
く
中
、

本
市
の
農
林
水
産
業
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　
解
雇
や
雇
い
止
め
に
よ
り
失

業
者
が
増
え
、
雇
用
情
勢
が一段

と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
就
労
機

会
を
失
っ
た
方
に
対
し
て
雇
用
の

受
皿
に
な
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
９
月
補
正
予

算
に
お
い
て
、
解
雇
や
雇
い
止
め

等
に
よ
り
職
を
失
っ
た
方
を
採
用

し
た
経
営
体
に
対
し
、
賃
金
の一

部
を
支
援
す
る
こ
と
で
雇
用
機

会
を
創
出
し
、
農
林
水
産
業
に

お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

村田 耕一
市民クラブ

むらた　こういち
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
評
価
と

職
業
技
能
訓
練
の
場
の
確
保

に
つ
い
て

　
本
市
が
行
っ
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
市
民
に
受
入
れ
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
の
か
。
市
長
の
自
己

採
点
、
自
己
評
価
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
市
研
修
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
職
業
技
術
訓
練

の
場
の
確
保
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
必
ず
、
県

立
福
井
産
業
技
術
専
門
学
院
へ

移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

今
後
の
目
標
は
。

　
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
、
市

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
た
こ
と
や
、
福
井
市
子
育
て

世
帯
応
援
給
付
金
な
ど
の
対
策

に
よ
り
、
一
定
の
信
頼
と
評
価

を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
技
能
技
術
者
の
育
成

や
訓
練
等
の
取
組
は
、
市
研
修

セ
ン
タ
ー
廃
止
後
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
、
福
井
産
業

技
術
専
門
学
院
・
福
井
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
活
動
拠

点
と
し
て
、
県
や
職
業
訓
練
団

体
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
令

和
３
年
４
月
の
移
転
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質

　
　問

回

　
　答

皆川 信正
一真会

みながわ　のぶまさ
議
員

手
続
・
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　
あ
る
市
で
は
申
請
手
続
等
に

お
け
る
押
印
の
見
直
し
を
図
る

た
め
、２
，０
０
０
種
類
の
手
続
を

見
直
し
、「
署
名
」
か
「
記
名
押

印
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

本
市
も
押
印
の
省
略
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
申
請

書
等
の
書
類
の
減
量
化
に
も
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
国
の
法
令
、
県
や
市
の
定
め

る
条
例
、
規
則
等
で
押
印
を
義

務
づ
け
て
い
る
場
合
、
押
印
は

必
須
と
な
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
局
が
押

印
の
要
不
要
を
判
断
し
て
い
る
。

先
般
の
特
別
定
額
給
付
金
の
申

請
は
、
本
人
が
申
請
す
る
際
は

署
名
の
み
と
す
る
な
ど
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
る
。
市
民

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

現
状
に
お
い
て
可
能
な
取
組
を

整
理
し
な
が
ら
適
宜
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
複
数
の
手
続
を
行
う

際
に
手
続
ご
と
に
同
様
の
情
報

を
書
類
に
記
入
す
る
の
は
市
民

の
負
担
と
な
る
た
め
、
住
民
票
、

戸
籍
及
び
印
鑑
証
明
書
を
複
数

請
求
す
る
場
合
の
申
請
書
を
１

枚
に
ま
と
め
る
な
ど
、
記
入
の

負
担
軽
減
や
書
類
の
減
量
化
を

図
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

公
民
館
の
通
信
環
境
整
備
に

つ
い
て

　
最
近
は
、
公
民
館
で
Ｗｅ
ｂ
会

議
等
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環

境
を
備
え
て
も
通
信
場
所
が
限

ら
れ
る
た
め
、
公
民
館
の
ど
の

部
屋
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い
な
い
。

有
線
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
や
親
機

の
増
強
、
増
設
な
ど
、
さ
ら
な

る
環
境
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

が
、
ご
所
見
は
。

　
全
公
民
館
に
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
機
器

を
設
置
し
て
い
る
が
、
構
造
上
、

無
線
電
波
が
届
か
な
い
部
屋
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
部
屋
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
等
を
行
う
時
は
、
無
線

ル
ー
タ
ー
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を

仮
設
し
て
い
る
が
、
通
信
速
度

不
足
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
映
像

が
流
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
今

後
は
、
通
信
速
度
の
高
い
プ
ラ

ン
へ
の
変
更
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル

の
敷
設
、Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
中
継
器
等

を
有
効
的
に
利
用
す
る
な
ど
、

通
信
環
境
整
備
に
努
め
る
。

質

　
　問

回

　
　答

泉 和弥
新生ふくい

いずみ　かずや
議
員

菅生 敬一
公明党

すごう　 けいいち
議
員

小
・
中
学
校
の
学
校
規
模
及
び

配
置
の
適
正
化
に
つ
い
て

　
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
の
答
申
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
環
境
と
し
て
の

適
正
規
模
、
適
正
配
置
に
焦
点

を
当
て
、
集
団
生
活
の
中
で
互

い
に
学
び
合
い
、
高
め
合
う
こ

と
の
で
き
る
学
校
規
模
が
望
ま

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学

校
規
模
適
正
化
に
は
、
財
政
的

な
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

　
学
校
規
模
適
正
化
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
協
力
と
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
の
が
福
井
市
総
合
教
育

会
議
で
の
共
通
し
た
認
識
で
あ

る
。

　
現
段
階
で
は
、
各
地
域
で
の

意
見
交
換
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
、
地
域
と
の
話
合
い
を
進

め
る
中
で
方
向
性
が
見
え
て
く

れ
ば
、
事
業
化
に
向
け
た
財
政

的
な
課
題
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
見
定
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

石丸 浜夫
志政会

いしまる　はまお
議
員

学
校
の
統
廃
合
は
コ
ロ
ナ

収
束
後
に
地
域
住
民
と

丁
寧
に
話
合
い
を

　
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
の
答
申
で
小
・
中
学
校
の
統

廃
合
の
案
が
出
さ
れ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
地
域
で
の

話
合
い
は
十
分
に
で
き
な
い
。

コ
ロ
ナ
収
束
ま
で
は
統
廃
合
の

取
組
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
本
市
と
し
て
は
、
本
年
５
月

に
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
の
答
申
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
あ
る
が
、

感
染
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
も
で
き
る
だ
け
早
く
、
保

護
者
や
各
地
区
の
方
々
に
答
申

内
容
を
説
明
し
、
ま
ず
は
地
区

の
方
々
の
意
見
を
し
っ
か
り
と

聞
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 質

　
　問

回

　
　答

山田 文葉
日本共産党

やまだ　ふみは
議
員

ふくいふくい
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一
般
質
問
要
旨

学
校
再
編
に
つ
い
て

　
学
校
は
地
域
交
流
の
拠
点
で

あ
る
。
学
校
規
模
適
正
化
に
伴

い
、
学
校
の
分
割
や
統
廃
合
が

行
わ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
公
民
館
活
動
等
の
地
域
活

動
を
続
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ご
所
見
は
。

　
ま
た
、
森
田
小
学
校
を
２
校

に
分
割
し
、
河
合
地
区
を
含
め

た
北
部
地
域
に
中
学
校
を
新
設

し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
区
の
要

望
に
対
す
る
ご
所
見
は
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
行
す
る
中
で
、
学
校

の
分
割
や
統
廃
合
を
行
う
場
合

も
地
区
と
学
校
と
が
一
体
と

な
っ
た
地
域
活
動
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠

点
で
あ
る
公
民
館
を
中
心
に
、

地
域
、
学
校
、
家
庭
が
連
携
し
、

再
編
前
の
学
校
区
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
、
区
民
大
会
や
地

域
住
民
と
の
交
流
等
を
通
し
て
、

心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
河
合
地
区
も
含
め
た

北
部
地
域
の
児
童
・
生
徒
数
、

通
学
距
離
、
建
設
場
所
等
、
総

合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

質

　
　問

回

　
　答

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
中
核
市
と
な
り
、
保
健
所
が

当
市
に
移
管
さ
れ
た
が
、
市
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
図
ら

れ
た
か
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ふ
く

い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
の
中

心
都
市
と
し
て
、
他
10
市
町
と

ど
の
よ
う
に
連
絡
、
協
調
し
て
い

る
の
か
。

　
感
染
症
対
策
の
窓
口
で
あ
る

保
健
所
が
市
に
あ
る
こ
と
で
、

直
接
患
者
本
人
か
ら
同
意
を
得

て
情
報
を
収
集
し
、
よ
り
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

速
や
か
な
予
防
対
策
の
実
施
や

感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
る
。

　
ま
た
、
圏
内
11
市
町
の
中
で

保
健
所
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
は
本
市
の
み
で
あ
る
た
め
、

他
市
町
と
直
接
連
携
す
る
こ
と

は
な
い
が
、
各
市
町
を
管
轄
す

る
県
保
健
所
と
連
携
を
強
化
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
当
た
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ふ
く
い
嶺
北
連
携

中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

事
業
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
圏
域
市
町
と
の
情
報
の
共
有

を
図
り
、
取
組
を
進
め
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

加藤 貞信
志政会

かとう　 さだのぶ
議
員

レ
ン
タ
カ
ー
業
界
と
の

災
害
協
定
に
つ
い
て

　
レ
ン
タ
カ
ー
協
会
と
災
害
協

定
を
締
結
し
、
災
害
の
際
の
避

難
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
自
己
防
衛
に
活
用
で
き
る

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
等
を
借
り

受
け
て
は
ど
う
か
。
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
は
ト
イ
レ
や
シ
ャ

ワ
ー
等
も
完
備
し
、
避
難
に
最

適
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
レ
ン
タ
カ
ー
協
会
と
の
協
定

に
つ
い
て
は
、
本
市
と
同
規
模

の
自
治
体
の
締
結
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
し
た
上
で
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
に
つ

い
て
は
、
近
隣
自
治
体
も
同
様

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏

に
お
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。 質

　
　問

回

　
　答

堀川 秀樹
市民クラブ

ほりかわ　 ひでき
議
員

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に

関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
あ
た
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
採

用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

地
方
債
の
起
債
制
限
の
視
点
か

ら
見
た
本
市
財
政
の
現
状
と
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
る
本
市
に
お
け
る
財
政
面
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

　
地
方
債
の
起
債
は
、
実
質
公

債
費
比
率
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

が
、
本
市
に
お
け
る
実
質
公
債

費
比
率
は
、
令
和
元
年
度
決
算

で
10
・
３
％
と
起
債
が
制
限
さ

れ
る
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
従
来
方
式
で
建
設
す

る
と
建
設
時
に
コ
ス
ト
が
集
中

す
る
が
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
は
、
設

計
業
務
や
建
設
工
事
に
加
え
、

長
期
間
に
わ
た
る
維
持
管
理
や

運
営
の
業
務
を
包
括
し
て
契
約

す
る
こ
と
で
、
事
業
費
を
平
準

化
で
き
、
北
陸
新
幹
線
福
井
開

業
に
向
け
た
事
業
な
ど
で
財
政

支
出
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
財
政
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

堀江 廣海
一真会

ほりえ　ひろみ
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

青木 幹雄
一真会

あおき　みきお
議
員

本
市
の
農
林
水
産
業
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

　
持
続
的
に
農
林
水
産
業
を
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
担
い
手
の

確
保
と
農
林
水
産
業
で
生
活
を

維
持
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
雇

用
情
勢
が
変
化
し
て
い
く
中
、

本
市
の
農
林
水
産
業
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　
解
雇
や
雇
い
止
め
に
よ
り
失

業
者
が
増
え
、
雇
用
情
勢
が一段

と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
就
労
機

会
を
失
っ
た
方
に
対
し
て
雇
用
の

受
皿
に
な
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
９
月
補
正
予

算
に
お
い
て
、
解
雇
や
雇
い
止
め

等
に
よ
り
職
を
失
っ
た
方
を
採
用

し
た
経
営
体
に
対
し
、
賃
金
の一

部
を
支
援
す
る
こ
と
で
雇
用
機

会
を
創
出
し
、
農
林
水
産
業
に

お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
に
力

を
入
れ
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

村田 耕一
市民クラブ

むらた　こういち
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
評
価
と

職
業
技
能
訓
練
の
場
の
確
保

に
つ
い
て

　
本
市
が
行
っ
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
市
民
に
受
入
れ
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
の
か
。
市
長
の
自
己

採
点
、
自
己
評
価
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
市
研
修
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
職
業
技
術
訓
練

の
場
の
確
保
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
必
ず
、
県

立
福
井
産
業
技
術
専
門
学
院
へ

移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

今
後
の
目
標
は
。

　
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
、
市

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
た
こ
と
や
、
福
井
市
子
育
て

世
帯
応
援
給
付
金
な
ど
の
対
策

に
よ
り
、
一
定
の
信
頼
と
評
価

を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
技
能
技
術
者
の
育
成

や
訓
練
等
の
取
組
は
、
市
研
修

セ
ン
タ
ー
廃
止
後
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
、
福
井
産
業

技
術
専
門
学
院
・
福
井
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
活
動
拠

点
と
し
て
、
県
や
職
業
訓
練
団

体
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
令

和
３
年
４
月
の
移
転
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質

　
　問

回

　
　答

皆川 信正
一真会

みながわ　のぶまさ
議
員

手
続
・
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　
あ
る
市
で
は
申
請
手
続
等
に

お
け
る
押
印
の
見
直
し
を
図
る

た
め
、２
，０
０
０
種
類
の
手
続
を

見
直
し
、「
署
名
」
か
「
記
名
押

印
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

本
市
も
押
印
の
省
略
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
申
請

書
等
の
書
類
の
減
量
化
に
も
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
国
の
法
令
、
県
や
市
の
定
め

る
条
例
、
規
則
等
で
押
印
を
義

務
づ
け
て
い
る
場
合
、
押
印
は

必
須
と
な
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
局
が
押

印
の
要
不
要
を
判
断
し
て
い
る
。

先
般
の
特
別
定
額
給
付
金
の
申

請
は
、
本
人
が
申
請
す
る
際
は

署
名
の
み
と
す
る
な
ど
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
る
。
市
民

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

現
状
に
お
い
て
可
能
な
取
組
を

整
理
し
な
が
ら
適
宜
進
め
た
い
。

　
ま
た
、
複
数
の
手
続
を
行
う

際
に
手
続
ご
と
に
同
様
の
情
報

を
書
類
に
記
入
す
る
の
は
市
民

の
負
担
と
な
る
た
め
、
住
民
票
、

戸
籍
及
び
印
鑑
証
明
書
を
複
数

請
求
す
る
場
合
の
申
請
書
を
１

枚
に
ま
と
め
る
な
ど
、
記
入
の

負
担
軽
減
や
書
類
の
減
量
化
を

図
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

公
民
館
の
通
信
環
境
整
備
に

つ
い
て

　
最
近
は
、
公
民
館
で
Ｗｅ
ｂ
会

議
等
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環

境
を
備
え
て
も
通
信
場
所
が
限

ら
れ
る
た
め
、
公
民
館
の
ど
の

部
屋
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い
な
い
。

有
線
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
や
親
機

の
増
強
、
増
設
な
ど
、
さ
ら
な

る
環
境
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

が
、
ご
所
見
は
。

　
全
公
民
館
に
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
機
器

を
設
置
し
て
い
る
が
、
構
造
上
、

無
線
電
波
が
届
か
な
い
部
屋
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
部
屋
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
等
を
行
う
時
は
、
無
線

ル
ー
タ
ー
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を

仮
設
し
て
い
る
が
、
通
信
速
度

不
足
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
映
像

が
流
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
今

後
は
、
通
信
速
度
の
高
い
プ
ラ

ン
へ
の
変
更
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル

の
敷
設
、Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
中
継
器
等

を
有
効
的
に
利
用
す
る
な
ど
、

通
信
環
境
整
備
に
努
め
る
。

質

　
　問

回

　
　答

泉 和弥
新生ふくい

いずみ　かずや
議
員

菅生 敬一
公明党

すごう　 けいいち
議
員

小
・
中
学
校
の
学
校
規
模
及
び

配
置
の
適
正
化
に
つ
い
て

　
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
の
答
申
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
環
境
と
し
て
の

適
正
規
模
、
適
正
配
置
に
焦
点

を
当
て
、
集
団
生
活
の
中
で
互

い
に
学
び
合
い
、
高
め
合
う
こ

と
の
で
き
る
学
校
規
模
が
望
ま

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学

校
規
模
適
正
化
に
は
、
財
政
的

な
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

　
学
校
規
模
適
正
化
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
協
力
と
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
の
が
福
井
市
総
合
教
育

会
議
で
の
共
通
し
た
認
識
で
あ

る
。

　
現
段
階
で
は
、
各
地
域
で
の

意
見
交
換
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
、
地
域
と
の
話
合
い
を
進

め
る
中
で
方
向
性
が
見
え
て
く

れ
ば
、
事
業
化
に
向
け
た
財
政

的
な
課
題
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
見
定
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

石丸 浜夫
志政会

いしまる　はまお
議
員

学
校
の
統
廃
合
は
コ
ロ
ナ

収
束
後
に
地
域
住
民
と

丁
寧
に
話
合
い
を

　
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
の
答
申
で
小
・
中
学
校
の
統

廃
合
の
案
が
出
さ
れ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
地
域
で
の

話
合
い
は
十
分
に
で
き
な
い
。

コ
ロ
ナ
収
束
ま
で
は
統
廃
合
の

取
組
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
本
市
と
し
て
は
、
本
年
５
月

に
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
の
答
申
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
あ
る
が
、

感
染
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
も
で
き
る
だ
け
早
く
、
保

護
者
や
各
地
区
の
方
々
に
答
申

内
容
を
説
明
し
、
ま
ず
は
地
区

の
方
々
の
意
見
を
し
っ
か
り
と

聞
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 質

　
　問

回

　
　答

山田 文葉
日本共産党

やまだ　ふみは
議
員

ふくいふくい
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
生
活

の
確
保
や
経
済
対
策
に
つ
い
て

　
休
業
要
請
に
応
じ
た
事
業
者

へ
の
中
小
企
業
休
業
等
要
請
協

力
金
の
本
市
の
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
７
月
に
設
立
さ
れ
た

福
井
飲
食
店
衛
生
向
上
協
議
会

で
は
、
独
自
に
策
定
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
安
心
・
安
全

を
維
持
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
団
体
等
へ
の

支
援
制
度
も
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
協
力
金
の
対
象
事
業
者
は

１
，９
６
７
件
で
あ
り
、
休
業
が

中
小
企
業
２
９
９
件
、
個
人
事

業
主
７
５
０
件
、
営
業
時
間
の

短
縮
が
中
小
企
業
２
５
６
件
、

個
人
事
業
主
６
６
２
件
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
者
等
の
連
携
体
が

行
う
取
組
に
対
し
て
は
、
中
小

企
業
団
体
等
事
業
継
続
支
援
事

業
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
片
町
・
浜
町
の
客
足

回
復
に
つ
な
げ
る
取
組
な
ど
、

各
連
携
体
に
お
い
て
積
極
的
な

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の

端
末
整
備
に
つ
い
て

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
、
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
整

備
は
、
今
年
度
末
ま
で
に
実
現

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
端

末
は
家
庭
学
習
に
も
活
用
で
き

る
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
に
市
が
整
備
し
た

端
末
と
国
が
整
備
す
る
端
末
に

加
え
、
令
和
２
年
度
９
月
補
正

予
算
で
の
購
入
分
で
、
今
年
度

中
に
児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の

端
末
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
整
備
は
、
学
校

内
で
の
利
用
を
前
提
と
し
て
お

り
、
家
庭
学
習
で
使
用
す
る
た

め
に
は
、
各
家
庭
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
ご
と
に
設
定
を
変

更
す
る
必
要
が
あ
り
、
学
校
で

使
用
す
る
端
末
を
そ
の
ま
ま
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
利
用
す
る
こ

と
は
、
す
ぐ
に
は
難
し
い
と
考

え
る
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
可
能
と
な
る
整
備
を
進

め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
研
究
を
進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

セ
ー
レ
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の

今
後
の
取
組
、
経
営
に
つ
い
て

　
番
組
制
作
費
を
３
〜
５
倍
増

に
す
る
、
光
学
式
投
影
機
を
導

入
す
る
、
担
当
者
、
責
任
部
署

を
変
更
し
、
情
熱
、
企
画
力
、

実
行
力
の
あ
る
優
秀
な
人
材
を

投
入
す
る
、
こ
の
３
点
を
改
革

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
番
組
制
作
購
入
費
は
、
第
１

期
指
定
管
理
期
間
の
購
入
実
績

額
約
２
，３
０
０
万
円
に
対
し
て
、

次
期
の
第
２
期
指
定
管
理
期
間

で
は
約
７
８
０
万
円
を
上
乗
せ
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
と

指
定
管
理
者
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
魅
力
あ
る
番
組
制
作
に
努

め
て
い
く
。

　
現
在
の
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
へ
の

光
学
式
投
影
機
の
設
置
は
、
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で

の
大
規
模
改
修
が
必
要
で
あ
り
、

多
額
の
費
用
と
相
当
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
導
入
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
担
当
者
に
つ
い
て
は
適
材
適
所

の
人
員
配
置
が
行
わ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
責
任
部
署
に
つ

い
て
も
、
設
立
以
来
、
宇
宙
・

天
文
分
野
の
教
育
推
進
を
行
っ
て

き
た
自
然
史
博
物
館
が
引
き
続

き
所
管
す
る
こ
と
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
救
急
搬
送
に

つ
い
て

　
今
や
急
病
人
だ
け
で
な
く
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
や
怪

我
を
さ
れ
た
方
の
中
に
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
い

る
こ
と
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

救
急
搬
送
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
救
急
隊
員
は
高
性
能
マ
ス
ク
、

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
感
染
防

止
衣
、
手
袋
を
装
着
し
て
出
動

し
て
い
る
。
ま
た
、
傷
病
者
の

マ
ス
ク
着
用
や
必
要
に
応
じ
て

救
急
車
内
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

で
覆
う
な
ど
、
飛
沫
に
よ
る
感

染
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
搬
送
後
は
車
内
を

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る
と
と
も

に
、
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
に
よ
る

滅
菌
処
理
も
行
い
、
二
次
感
染

防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

近藤 實
無所属

こんどう　みのる
議
員

ふ
く
い
の
農
林
水
産
物

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
売
上
高
が
大
幅

に
減
少
す
る
な
ど
の
影
響
が
生

じ
て
い
る
生
産
者
を
支
援
す
る

た
め
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

そ
の
特
性
を
生
か
し
た
情
報
発

信
や
販
路
開
拓
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が

あ
る
の
か
。

　
開
設
す
る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
は
、

生
産
者
の
思
い
や
生
産
過
程
等
、

消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
与
え

る
情
報
を
発
信
す
る
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
も
の
に
す
る
。
ま

た
、
ふ
く
い
の
農
林
水
産
物
の

魅
力
Ｐ
Ｒ
動
画
を
掲
載
し
、
農

林
水
産
物
そ
の
も
の
の
魅
力
だ

け
で
な
く
、
生
産
に
携
わ
る

人
々
や
生
産
・
加
工
な
ど
の
作

業
風
景
、
地
元
の
調
理
方
法
な

ど
食
に
関
わ
る
様
々
な
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
、
特
に

医
療
・
介
護
施
設
で
の
検
査

拡
大
を

　
国
は
、
感
染
者
が
多
数
発
生

し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、

医
療
施
設
や
高
齢
者
施
設
で
の

幅
広
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
行
政
検

査
）
の
実
施
を
可
能
と
し
て
い

る
。
病
院
や
介
護
施
設
で
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
入
院
・

入
所
さ
れ
る
方
や
施
設
従
事
者

へ
の
定
期
検
査
の
実
施
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
本
市
で
は
現
在
、
感
染
者
を

い
ち
早
く
見
つ
け
る
た
め
、
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
に

関
係
す
る
人
な
ど
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
、

対
象
者
を
拡
大
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
今
後

の
取
組
と
し
て
、
検
査
体
制
を

抜
本
的
に
拡
充
す
る
方
針
を
示

し
て
お
り
、
検
査
対
象
等
の
詳

細
に
つ
い
て
今
後
の
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

八田 一以
一真会

はった　 いちい
議
員

福
井
市
立
地
適
正
化
計
画
の

課
題
に
つ
い
て

　
福
井
市
立
地
適
正
化
計
画
が

課
題
と
指
摘
す
る
市
中
心
部
の

都
市
機
能
誘
導
区
域
と
居
住
誘

導
区
域
の
地
震
や
洪
水
、
雨
水

対
策
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
・
活
力
低
下
へ
の
対
策
と
し

て
、
第
１
次
都
市
交
通
戦
略
は

順
調
に
進
展
し
て
き
た
の
か
。

　
建
物
の
地
震
対
策
の
進
展
と
し

て
は
、
市
全
体
の
住
宅
の
耐
震
化

率
が
令
和
元
年
度
末
で
85
・
４
％

と
な
っ
た
。
洪
水
対
策
で
は
、
底

喰
川
で
の
遊
水
地
や
調
整
池
整

備
、
河
川
改
修
等
に
よ
り
浸
水

被
害
が
軽
減
さ
れ
た
。
ま
た
、

雨
水
対
策
で
は
、
雨
水
調
整
池

の
整
備
に
よ
り
、
冠
水
範
囲
の

縮
小
や
冠
水
時
間
の
短
縮
、
浸

水
深
の
減
少
と
い
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

　
交
通
戦
略
に
関
し
て
は
、え
ち

ぜ
ん
鉄
道
と
福
井
鉄
道
の
相
互

乗
り
入
れ
、
バ
ス
路
線
網
の
構

築
な
ど
に
よ
り
、
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
や
利
用
促
進
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
特
に
中

心
市
街
地
で
は
、
福
井
駅
西
口

広
場
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
、

福
井
鉄
道
の
福
井
駅
延
伸
に
よ

り
交
通
結
節
機
能
を
強
化
し
た
。

質

　
　問

回

　
　答

鈴木 正樹
日本共産党

すすき　しょうじゅ
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

榊原 光賀
一真会

さかきばら　みつよし
議
員

野嶋 祐記
志政会

のじま　 ゆうき
議
員

津田 かおり
公明党

つだ　かおり
議
員

岩佐 武彦
一真会

いわさ　たけひこ
議
員

特
定
業
種
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
つ
い
て

　
東
京
都
の
よ
う
に
特
定
業
種

に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
抑
制
及
び
繁
華
街

に
対
す
る
安
心
感
に
よ
っ
て
、
に

ぎ
わ
い
の
取
り
戻
し
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　
特
定
業
種
に
お
け
る
高
頻
度

の
検
査
は
、
検
体
の
採
取
等
に

よ
り
医
療
従
事
者
の
負
担
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
見
て
ク
ラ
ス
タ
ー
は
繁
華
街

の
特
定
業
種
に
限
ら
ず
、
多
様

な
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
が
陰

性
と
な
っ
た
こ
と
で
、
感
染
防
止

対
策
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
や

医
師
が
検
査
を
必
要
と
判
断
し

た
方
を
積
極
的
に
検
査
し
、
拡

大
防
止
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

仮
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、

感
染
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
に
は
、
対
象
範
囲
を
拡
大

し
て
検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

福野 大輔
一真会

ふくの　だいすけ
議
員

田中 義乃
新生ふくい

たなか　よしのり
議
員

観
光
復
興
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
観
光
産
業
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
安
心

し
て
観
光
が
楽
し
め
る
よ
う
、

観
光
客
や
観
光
事
業
者
に
お
い

て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行
わ

れ
、
市
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
の
か
。

　
観
光
客
に
対
し
て
は
マ
ス
ク

の
着
用
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

利
用
な
ど
の
感
染
防
止
の
た
め

の
留
意
事
項
を
啓
発
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
市
内
全
宿
泊
施
設
に
掲

示
し
、
観
光
客
自
身
の
行
動
意

識
が
高
ま
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
観
光
事
業
者
に
対
し

て
は
各
業
界
団
体
が
作
成
し
た

安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
通

知
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
に
応

じ
た
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お

願
い
し
て
い
る
。
さ
ら
に
宿
泊

施
設
や
、
タ
ク
シ
ー
や
観
光
路

線
バ
ス
に
お
け
る
安
全
対
策
の

実
施
等
に
対
す
る
奨
励
事
業
を

設
け
、
感
染
対
策
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

未
来
の
た
め
の
今

　
先
日
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ

「
福
い
い
ネ
！
」
が
発
表
さ
れ
た

が
、
移
住
定
住
の
推
進
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大

す
る
中
、
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
お
り
、
全
国
で
移

住
者
の
獲
得
を
目
指
す
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
見
た
目
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る「
福
い
い
ネ
！
」の
活
用
は

効
果
的
で
あ
り
、
移
住
の
促
進

に
お
い
て
も
大
変
有
効
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
移
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
等
で

活
用
す
る
ほ
か
、
移
住
関
連
サ

イ
ト
な
ど
に
動
画
を
掲
載
す
る

こ
と
で
視
覚
的
に
印
象
付
け
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
本
市
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け

と
し
て
い
た
だ
く
。
加
え
て
、

市
民
や
市
内
の
企
業
な
ど
に
も

周
知
す
る
こ
と
で
、
福
井
の
よ

さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
そ
の
方
た
ち
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
た
だ
き
、

市
内
外
に
福
井
の
い
い
と
こ
ろ

を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

寺島 恭也
一真会

てらしま　きょうや
議
員

ふくいふくい
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
生
活

の
確
保
や
経
済
対
策
に
つ
い
て

　
休
業
要
請
に
応
じ
た
事
業
者

へ
の
中
小
企
業
休
業
等
要
請
協

力
金
の
本
市
の
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
７
月
に
設
立
さ
れ
た

福
井
飲
食
店
衛
生
向
上
協
議
会

で
は
、
独
自
に
策
定
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
安
心
・
安
全

を
維
持
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
団
体
等
へ
の

支
援
制
度
も
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
協
力
金
の
対
象
事
業
者
は

１
，９
６
７
件
で
あ
り
、
休
業
が

中
小
企
業
２
９
９
件
、
個
人
事

業
主
７
５
０
件
、
営
業
時
間
の

短
縮
が
中
小
企
業
２
５
６
件
、

個
人
事
業
主
６
６
２
件
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
者
等
の
連
携
体
が

行
う
取
組
に
対
し
て
は
、
中
小

企
業
団
体
等
事
業
継
続
支
援
事

業
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
片
町
・
浜
町
の
客
足

回
復
に
つ
な
げ
る
取
組
な
ど
、

各
連
携
体
に
お
い
て
積
極
的
な

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の

端
末
整
備
に
つ
い
て

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
、
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
整

備
は
、
今
年
度
末
ま
で
に
実
現

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
端

末
は
家
庭
学
習
に
も
活
用
で
き

る
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
に
市
が
整
備
し
た

端
末
と
国
が
整
備
す
る
端
末
に

加
え
、
令
和
２
年
度
９
月
補
正

予
算
で
の
購
入
分
で
、
今
年
度

中
に
児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の

端
末
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
整
備
は
、
学
校

内
で
の
利
用
を
前
提
と
し
て
お

り
、
家
庭
学
習
で
使
用
す
る
た

め
に
は
、
各
家
庭
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
ご
と
に
設
定
を
変

更
す
る
必
要
が
あ
り
、
学
校
で

使
用
す
る
端
末
を
そ
の
ま
ま
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
利
用
す
る
こ

と
は
、
す
ぐ
に
は
難
し
い
と
考

え
る
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
可
能
と
な
る
整
備
を
進

め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
研
究
を
進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

セ
ー
レ
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の

今
後
の
取
組
、
経
営
に
つ
い
て

　
番
組
制
作
費
を
３
〜
５
倍
増

に
す
る
、
光
学
式
投
影
機
を
導

入
す
る
、
担
当
者
、
責
任
部
署

を
変
更
し
、
情
熱
、
企
画
力
、

実
行
力
の
あ
る
優
秀
な
人
材
を

投
入
す
る
、
こ
の
３
点
を
改
革

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
番
組
制
作
購
入
費
は
、
第
１

期
指
定
管
理
期
間
の
購
入
実
績

額
約
２
，３
０
０
万
円
に
対
し
て
、

次
期
の
第
２
期
指
定
管
理
期
間

で
は
約
７
８
０
万
円
を
上
乗
せ
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
と

指
定
管
理
者
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
魅
力
あ
る
番
組
制
作
に
努

め
て
い
く
。

　
現
在
の
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
へ
の

光
学
式
投
影
機
の
設
置
は
、
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で

の
大
規
模
改
修
が
必
要
で
あ
り
、

多
額
の
費
用
と
相
当
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
導
入
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
担
当
者
に
つ
い
て
は
適
材
適
所

の
人
員
配
置
が
行
わ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
責
任
部
署
に
つ

い
て
も
、
設
立
以
来
、
宇
宙
・

天
文
分
野
の
教
育
推
進
を
行
っ
て

き
た
自
然
史
博
物
館
が
引
き
続

き
所
管
す
る
こ
と
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
救
急
搬
送
に

つ
い
て

　
今
や
急
病
人
だ
け
で
な
く
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
や
怪

我
を
さ
れ
た
方
の
中
に
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
い

る
こ
と
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

救
急
搬
送
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
救
急
隊
員
は
高
性
能
マ
ス
ク
、

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
感
染
防

止
衣
、
手
袋
を
装
着
し
て
出
動

し
て
い
る
。
ま
た
、
傷
病
者
の

マ
ス
ク
着
用
や
必
要
に
応
じ
て

救
急
車
内
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

で
覆
う
な
ど
、
飛
沫
に
よ
る
感

染
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
搬
送
後
は
車
内
を

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
す
る
と
と
も

に
、
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
に
よ
る

滅
菌
処
理
も
行
い
、
二
次
感
染

防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

近藤 實
無所属

こんどう　みのる
議
員

ふ
く
い
の
農
林
水
産
物

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
売
上
高
が
大
幅

に
減
少
す
る
な
ど
の
影
響
が
生

じ
て
い
る
生
産
者
を
支
援
す
る

た
め
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

そ
の
特
性
を
生
か
し
た
情
報
発

信
や
販
路
開
拓
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が

あ
る
の
か
。

　
開
設
す
る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
は
、

生
産
者
の
思
い
や
生
産
過
程
等
、

消
費
者
に
安
心
・
安
全
を
与
え

る
情
報
を
発
信
す
る
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
も
の
に
す
る
。
ま

た
、
ふ
く
い
の
農
林
水
産
物
の

魅
力
Ｐ
Ｒ
動
画
を
掲
載
し
、
農

林
水
産
物
そ
の
も
の
の
魅
力
だ

け
で
な
く
、
生
産
に
携
わ
る

人
々
や
生
産
・
加
工
な
ど
の
作

業
風
景
、
地
元
の
調
理
方
法
な

ど
食
に
関
わ
る
様
々
な
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
、
特
に

医
療
・
介
護
施
設
で
の
検
査

拡
大
を

　
国
は
、
感
染
者
が
多
数
発
生

し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、

医
療
施
設
や
高
齢
者
施
設
で
の

幅
広
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
行
政
検

査
）
の
実
施
を
可
能
と
し
て
い

る
。
病
院
や
介
護
施
設
で
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
入
院
・

入
所
さ
れ
る
方
や
施
設
従
事
者

へ
の
定
期
検
査
の
実
施
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
本
市
で
は
現
在
、
感
染
者
を

い
ち
早
く
見
つ
け
る
た
め
、
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
に

関
係
す
る
人
な
ど
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
、

対
象
者
を
拡
大
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
今
後

の
取
組
と
し
て
、
検
査
体
制
を

抜
本
的
に
拡
充
す
る
方
針
を
示

し
て
お
り
、
検
査
対
象
等
の
詳

細
に
つ
い
て
今
後
の
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

八田 一以
一真会

はった　 いちい
議
員

福
井
市
立
地
適
正
化
計
画
の

課
題
に
つ
い
て

　
福
井
市
立
地
適
正
化
計
画
が

課
題
と
指
摘
す
る
市
中
心
部
の

都
市
機
能
誘
導
区
域
と
居
住
誘

導
区
域
の
地
震
や
洪
水
、
雨
水

対
策
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
・
活
力
低
下
へ
の
対
策
と
し

て
、
第
１
次
都
市
交
通
戦
略
は

順
調
に
進
展
し
て
き
た
の
か
。

　
建
物
の
地
震
対
策
の
進
展
と
し

て
は
、
市
全
体
の
住
宅
の
耐
震
化

率
が
令
和
元
年
度
末
で
85
・
４
％

と
な
っ
た
。
洪
水
対
策
で
は
、
底

喰
川
で
の
遊
水
地
や
調
整
池
整

備
、
河
川
改
修
等
に
よ
り
浸
水

被
害
が
軽
減
さ
れ
た
。
ま
た
、

雨
水
対
策
で
は
、
雨
水
調
整
池

の
整
備
に
よ
り
、
冠
水
範
囲
の

縮
小
や
冠
水
時
間
の
短
縮
、
浸

水
深
の
減
少
と
い
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

　
交
通
戦
略
に
関
し
て
は
、え
ち

ぜ
ん
鉄
道
と
福
井
鉄
道
の
相
互

乗
り
入
れ
、
バ
ス
路
線
網
の
構

築
な
ど
に
よ
り
、
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
や
利
用
促
進
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
特
に
中

心
市
街
地
で
は
、
福
井
駅
西
口

広
場
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
、

福
井
鉄
道
の
福
井
駅
延
伸
に
よ

り
交
通
結
節
機
能
を
強
化
し
た
。

質

　
　問

回

　
　答

鈴木 正樹
日本共産党

すすき　しょうじゅ
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

榊原 光賀
一真会

さかきばら　みつよし
議
員

野嶋 祐記
志政会

のじま　 ゆうき
議
員

津田 かおり
公明党

つだ　かおり
議
員

岩佐 武彦
一真会

いわさ　たけひこ
議
員

特
定
業
種
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
つ
い
て

　
東
京
都
の
よ
う
に
特
定
業
種

に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
抑
制
及
び
繁
華
街

に
対
す
る
安
心
感
に
よ
っ
て
、
に

ぎ
わ
い
の
取
り
戻
し
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　
特
定
業
種
に
お
け
る
高
頻
度

の
検
査
は
、
検
体
の
採
取
等
に

よ
り
医
療
従
事
者
の
負
担
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
全
国

的
に
見
て
ク
ラ
ス
タ
ー
は
繁
華
街

の
特
定
業
種
に
限
ら
ず
、
多
様

な
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
が
陰

性
と
な
っ
た
こ
と
で
、
感
染
防
止

対
策
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
や

医
師
が
検
査
を
必
要
と
判
断
し

た
方
を
積
極
的
に
検
査
し
、
拡

大
防
止
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

仮
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、

感
染
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
に
は
、
対
象
範
囲
を
拡
大

し
て
検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

福野 大輔
一真会

ふくの　だいすけ
議
員

田中 義乃
新生ふくい

たなか　よしのり
議
員

観
光
復
興
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
観
光
産
業
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
安
心

し
て
観
光
が
楽
し
め
る
よ
う
、

観
光
客
や
観
光
事
業
者
に
お
い

て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行
わ

れ
、
市
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
の
か
。

　
観
光
客
に
対
し
て
は
マ
ス
ク

の
着
用
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

利
用
な
ど
の
感
染
防
止
の
た
め

の
留
意
事
項
を
啓
発
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
市
内
全
宿
泊
施
設
に
掲

示
し
、
観
光
客
自
身
の
行
動
意

識
が
高
ま
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
観
光
事
業
者
に
対
し

て
は
各
業
界
団
体
が
作
成
し
た

安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
通

知
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
に
応

じ
た
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お

願
い
し
て
い
る
。
さ
ら
に
宿
泊

施
設
や
、
タ
ク
シ
ー
や
観
光
路

線
バ
ス
に
お
け
る
安
全
対
策
の

実
施
等
に
対
す
る
奨
励
事
業
を

設
け
、
感
染
対
策
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

未
来
の
た
め
の
今

　
先
日
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ

「
福
い
い
ネ
！
」
が
発
表
さ
れ
た

が
、
移
住
定
住
の
推
進
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大

す
る
中
、
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
お
り
、
全
国
で
移

住
者
の
獲
得
を
目
指
す
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
見
た
目
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る「
福
い
い
ネ
！
」の
活
用
は

効
果
的
で
あ
り
、
移
住
の
促
進

に
お
い
て
も
大
変
有
効
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
移
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
等
で

活
用
す
る
ほ
か
、
移
住
関
連
サ

イ
ト
な
ど
に
動
画
を
掲
載
す
る

こ
と
で
視
覚
的
に
印
象
付
け
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
本
市
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け

と
し
て
い
た
だ
く
。
加
え
て
、

市
民
や
市
内
の
企
業
な
ど
に
も

周
知
す
る
こ
と
で
、
福
井
の
よ

さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
そ
の
方
た
ち
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
た
だ
き
、

市
内
外
に
福
井
の
い
い
と
こ
ろ

を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

寺島 恭也
一真会

てらしま　きょうや
議
員

ふくいふくい
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男
女
共
同
参
画
都
市
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
等
に
よ
り
夫
婦
が
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
今
こ
そ
、

男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
喜

び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
”全
国
に
誇

れ
る
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」

ふ
く
い
“
の
総
合
的
な
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
家
族
の
在
宅
時
間
が
増
え
た

こ
と
で
料
理
や
育
児
を
実
践
す

る
男
性
も
増
え
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
好
機
と
捉
え
、

家
庭
内
で
の
女
性
の
負
担
軽
減

や
男
性
の
家
事
・
育
児
等
へ
の
参

画
が
さ
ら
に
進
む
よ
う
、
引
き

続
き
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
新

し
い
働
き
方
の
普
及
に
よ
り
、

女
性
活
躍
の
加
速
化
が
期
待
で

き
る
た
め
、
先
進
事
例
を
企
業

へ
周
知
し
、
定
着
に
努
め
る
。

　
今
後
も
継
続
的
な
取
組
を
行

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個

性
と
能
力
を
発
揮
し
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
福
井
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

奥島 光晴
新生ふくい

おくしま　みつはる
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

対
策
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
社
会
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た
、
子

育
て
中
の
医
師
や
看
護
師
の
た

め
、
保
育
所
等
で
は
緊
急
事
態

宣
言
以
降
も
感
染
予
防
を
徹
底

し
つ
つ
保
育
を
継
続
し
て
い
る
。

国
の
慰
労
金
の
対
象
外
と
な
っ

た
保
育
所
等
の
全
職
員
に
対
し

て
も
応
援
金
な
ど
独
自
の
支
援

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
国
の
第
２
次
補

正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、

感
染
症
対
策
業
務
に
伴
う
手
当

な
ど
を
９
月
補
正
予
算
案
に
計

上
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
に
お
い
て
も
９
月

定
例
会
で
保
育
士
等
に
慰
労
金

を
支
給
す
る
予
算
案
を
提
出
し

て
い
る
た
め
、
早
急
に
支
給
さ

れ
る
よ
う
、
県
と
連
携
し
て
周

知
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質

　
　問

回

　
　答

池上 優徳
一真会

いけがみ　まさのり
議
員

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
現
在
、
本
市
で
は
一
光
地
区

　
　
の
金
毘
羅
山
付
近
と
そ
の
北

側
に
あ
る
国
見
岳
付
近
に
お
い
て

風
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
金
毘
羅
山
付
近
で
は
、
風
車

　
　
15
基
、
発
電
出
力
最
大
６
万

３
千
kw
規
模
の
発
電
所
を
計
画
し

て
お
り
、
環
境
影
響
評
価
法
の
手

続
き
の
第
２
段
階
で
あ
る
方
法
書

を
提
出
し
、
現
地
調
査
中
で
あ
る
。

　
国
見
岳
付
近
で
は
、
風
車
13
基
、

発
電
出
力
最
大
５
万
kw
規
模
と
風

車
12
基
、
発
電
出
力
最
大
５
万
１
，

６
０
０
kw
規
模
の
２
件
の
発
電
所

を
計
画
し
て
い
る
。
１
件
目
は
第

２
段
階
で
あ
る
方
法
書
を
提
出
し
、

現
地
調
査
中
で
あ
り
、
２
件
目
は

第
１
段
階
で
あ
る
配
慮
書
を
提
出

し
て
い
る
。

問答

　
　
計
画
を
進
め
て
い
く
た
め
に

　
　
は
林
業
関
係
者
な
ど
の
先
行

利
用
者
や
地
元
住
民
と
の
合
意
形

成
が
必
須
に
な
る
と
考
え
る
が
、

今
後
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
国
見
岳
で
計
画
さ
れ
て
い
る

　
　
風
力
発
電
事
業
で
は
、
地
域

住
民
や
農
林
業
団
体
、
設
備
事
業

者
、
学
識
経
験
者
、
市
等
で
構
成

す
る
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
、

現
在
、
２
回
目
の
協
議
に
向
け
、

地
域
活
性
化
策
等
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
協
議
会
を
通
じ

て
地
域
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

○
福
井
市
観
光
振
興
計
画

　
　
本
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
福

　
　
井
市
観
光
振
興
計
画
で
は
本

市
の
観
光
の
課
題
と
し
て
、
来
訪

者
の
訪
問
意
欲
を
か
き
立
て
る
観

光
地
、
い
わ
ゆ
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ

ン
ツ
が
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
課
題
解
決
に

向
け
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
福
井
市
観
光
振
興
計
画
で
は
、

　
　
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く

あ
る
嶺
北
エ
リ
ア
を
範
囲
と
し
た

広
域
観
光
を
推
進
す
る
「
新
エ
リ

ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
、
本
市

の
景
観
や
食
な
ど
を
生
か
し
た
写

真
映
え
す
る
素
材
を
創
出
し
誘
客

に
つ
な
げ
る
「
福
井
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

戦
略
」
の
２
つ
を
施
策
の
柱
に
掲

げ
て
い
る
。

　
新
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

は
、
全
国
に
誇
る
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
を
含
む
日
本
遺
産
「
福
井
・

勝
山
　
石
が
た
り
」
の
構
成
文
化

財
を
一
体
的
に
活
用
す
る
な
ど
、

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
の

市
町
に
あ
る
観
光
資
源
の
魅
力
を

発
信
し
、
誘
客
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
柱
で
あ
る
福
井
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
戦
略
で
は
、
取
組
の
一
つ

と
し
て
本
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
、

色
と
り
ど
り
の
和
傘
と
風
鈴
を
飾

る
和
傘
ス
カ
イ
を
実
施
し
て
い
る

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
が
、
写
真
映

え
す
る
場
所
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
話
題
と
な
り
、
誘
客
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

池
上
　
優
徳
　
　
水
島
　
秀
晃

寺
島
　
恭
也
　
　
榊
原
　
光
賀

岩
佐
　
武
彦

一
真
会
予
算
特
別
委
員
会

各
会
派
等
に
お
け

る
主
な
質
疑
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

問問問問

問

答

答あ
る
中
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め

昼
夜
を
問
わ
ず
、
現
場
で
奮
闘
し

て
い
る
医
療
従
事
者
や
介
護
従
事

者
へ
の
財
政
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
し
て
、

　
　
国
は
医
療
従
事
者
等
へ
の
慰

労
金
を
支
給
し
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
は
、
県
の
経
営
安
定
資
金

を
利
用
す
る
事
業
者
へ
の
利
子
補

給
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護

施
設
へ
の
支
援
と
し
て
、
国
は
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け

る
介
護
報
酬
算
定
の
特
例
措
置
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
各
種
支

援
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
や
県

に
対
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実

を
要
望
し
て
い
く
。

○
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
不
適

　切
な
繰
入
金
と
そ
の
責
任

　
　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、平
成

　
　
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に

お
け
る
一
般
会
計
繰
入
金
の
予
算

要
求
額
は
２
億
６
，５
０
０
万
円
だ

っ
た
が
、こ
の
う
ち
農
業
排
水
等
の

処
理
経
費
で
あ
る
１
億
２
，９
０
０

万
円
は
予
算
要
求
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
。
不
適
切
な
予
算
要
求
が

答

　
　
旧
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
売
却
に
よ
る
財
産
収
入
が
今

年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

予
定
ど
お
り
に
見
込
め
る
の
か
。

　
ま
た
、
売
却
後
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
最
低

　
　
売
却
価
格
を
５
億
５
，１
３
０

万
円
に
設
定
し
入
札
を
予
定
し
て

い
る
が
、
売
却
は
十
分
見
込
め
る

と
考
え
て
い
る
。

　
売
却
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
行
っ
た
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
い
て
５

者
中
４
者
に
分
譲
住
宅
等
に
活
用

す
る
意
向
が
あ
っ
た
た
め
、
売
却

後
は
宅
地
等
で
の
活
用
を
見
込
ん

で
い
る
。
な
お
、
売
却
に
当
た
っ

て
は
不
動
産
鑑
定
を
行
っ
て
お
り
、

一
般
的
な
宅
地
面
積
に
換
算
す
る

と
80
軒
程
度
の
規
模
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
。

○
医
療
・
介
護
へ
の
支
援

　
　
医
療
機
関
や
介
護
施
設
で
は
、

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
恐

れ
て
の
受
診
控
え
な
ど
が
あ
り
、

施
設
に
よ
っ
て
は
減
収
と
な
り
、

職
員
の
賞
与
等
の
減
額
を
行
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
感
染
リ
ス
ク
の

答

○
災
害
対
策

　
　
避
難
所
に
は
細
や
か
な
女
性

　
　
目
線
を
反
映
さ
せ
た
防
災
対

策
が
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
防
災
分
野
へ
の
女
性
参
画

が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
　
防
災
分
野
へ
女
性
が
参
画
す

　
　
る
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

本
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
避

難
所
の
運
営
や
自
主
防
災
組
織
の

育
成
に
際
し
、
女
性
参
画
の
促
進

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
自
主
防
災
組
織
を
対

象
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
お

い
て
女
性
役
員
の
登
用
を
呼
び
か

け
て
い
く
と
と
も
に
、
女
性
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
各

地
で
開
催
し
て
い
る
出
前
講
座
や

研
修
会
を
通
し
て
、
地
域
の
防
災

活
動
へ
の
女
性
参
画
を
啓
発
し
て

い
く
。

○
財
産
有
効
活
用
民
間
提
案
制

　度
と
市
有
地
の
売
却

○
福
井
市
総
合
計
画
や
各
部
局

　で
策
定
す
る
計
画

　
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

　
　
て
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
り
、
計
画
策
定
に
向
け
た
十
分

な
審
議
時
間
が
確
保
で
き
な
い
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
次
期
総
合
計
画
は
来
年
度
に

　
　
は
審
議
会
を
設
置
し
、
実
施

計
画
も
含
め
令
和
３
年
度
内
の
策

定
を
予
定
し
て
お
り
、
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
来
年
内
に
は

議
案
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
計
画
の
取
組
内
容
等

が
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
全

庁
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
現
総
合
計
画
の
策
定
時
に
は

　
　
審
議
に
１
年
以
上
を
要
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
次
期
総
合
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
実
施
計
画
ま
で
作
る
と
な
る
と
、

十
分
な
審
議
が
で
き
る
の
か
が
危

惧
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
十
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
し
っ
か
り
と
議
論

し
た
上
で
、
議
会
に
提
案
し
て
ほ

し
い
。

○
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

　
　
新
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
調
理
関
係
者
が
感
染
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
　
新
た
に
整
備
す
る
施
設
で
は
、

　
　
衛
生
管
理
に
配
慮
し
た
最
新

の
設
備
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

本
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
作
成

し
た
調
理
従
事
者
向
け
の
「
学
校

給
食
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
」
や
文
部

科
学
省
の
「
学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
に
努

め
て
い
く
。

　
万
が
一
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員

が
感
染
し
た
場
合
は
、
保
健
所
に

よ
り
濃
厚
接
触
者
が
特
定
さ
れ
、

給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
消
毒
が
完
了

す
る
ま
で
の
３
日
程
度
、
給
食
の

提
供
を
中
止
し
、
児
童
・
生
徒
に

弁
当
の
持
参
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
な
お
、
調
理
関
係
者
は
衛
生
管

理
上
、
常
時
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
の
消
毒
を
徹
底
す
る
た
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
内
で
感
染
が
広
が

る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

堀
川
　
秀
樹
　
　
玉
村
　
正
人

酒
井
　
良
樹

市
民
ク
ラ
ブ

石
丸
　
浜
夫
　
　
野
嶋
　
祐
記

藤
田
　
諭

志
政
会

津
田
　
か
お
り

公
明
党

泉
　
和
弥

新
生
ふ
く
い

山
田
　
文
葉

日
本
共
産
党

近
藤
　
實

無
所
属

問答

問答

問答

ふくいふくい

要望
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男
女
共
同
参
画
都
市
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
等
に
よ
り
夫
婦
が
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
今
こ
そ
、

男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
喜

び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
”全
国
に
誇

れ
る
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」

ふ
く
い
“
の
総
合
的
な
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
家
族
の
在
宅
時
間
が
増
え
た

こ
と
で
料
理
や
育
児
を
実
践
す

る
男
性
も
増
え
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
好
機
と
捉
え
、

家
庭
内
で
の
女
性
の
負
担
軽
減

や
男
性
の
家
事
・
育
児
等
へ
の
参

画
が
さ
ら
に
進
む
よ
う
、
引
き

続
き
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
新

し
い
働
き
方
の
普
及
に
よ
り
、

女
性
活
躍
の
加
速
化
が
期
待
で

き
る
た
め
、
先
進
事
例
を
企
業

へ
周
知
し
、
定
着
に
努
め
る
。

　
今
後
も
継
続
的
な
取
組
を
行

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個

性
と
能
力
を
発
揮
し
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
福
井
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

奥島 光晴
新生ふくい

おくしま　みつはる
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

対
策
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
社
会
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た
、
子

育
て
中
の
医
師
や
看
護
師
の
た

め
、
保
育
所
等
で
は
緊
急
事
態

宣
言
以
降
も
感
染
予
防
を
徹
底

し
つ
つ
保
育
を
継
続
し
て
い
る
。

国
の
慰
労
金
の
対
象
外
と
な
っ

た
保
育
所
等
の
全
職
員
に
対
し

て
も
応
援
金
な
ど
独
自
の
支
援

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
国
の
第
２
次
補

正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
を
活
用
し
、

感
染
症
対
策
業
務
に
伴
う
手
当

な
ど
を
９
月
補
正
予
算
案
に
計

上
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
に
お
い
て
も
９
月

定
例
会
で
保
育
士
等
に
慰
労
金

を
支
給
す
る
予
算
案
を
提
出
し

て
い
る
た
め
、
早
急
に
支
給
さ

れ
る
よ
う
、
県
と
連
携
し
て
周

知
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質

　
　問

回

　
　答

池上 優徳
一真会

いけがみ　まさのり
議
員

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
現
在
、
本
市
で
は
一
光
地
区

　
　
の
金
毘
羅
山
付
近
と
そ
の
北

側
に
あ
る
国
見
岳
付
近
に
お
い
て

風
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
金
毘
羅
山
付
近
で
は
、
風
車

　
　
15
基
、
発
電
出
力
最
大
６
万

３
千
kw
規
模
の
発
電
所
を
計
画
し

て
お
り
、
環
境
影
響
評
価
法
の
手

続
き
の
第
２
段
階
で
あ
る
方
法
書

を
提
出
し
、
現
地
調
査
中
で
あ
る
。

　
国
見
岳
付
近
で
は
、
風
車
13
基
、

発
電
出
力
最
大
５
万
kw
規
模
と
風

車
12
基
、
発
電
出
力
最
大
５
万
１
，

６
０
０
kw
規
模
の
２
件
の
発
電
所

を
計
画
し
て
い
る
。
１
件
目
は
第

２
段
階
で
あ
る
方
法
書
を
提
出
し
、

現
地
調
査
中
で
あ
り
、
２
件
目
は

第
１
段
階
で
あ
る
配
慮
書
を
提
出

し
て
い
る
。

問答

　
　
計
画
を
進
め
て
い
く
た
め
に

　
　
は
林
業
関
係
者
な
ど
の
先
行

利
用
者
や
地
元
住
民
と
の
合
意
形

成
が
必
須
に
な
る
と
考
え
る
が
、

今
後
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
国
見
岳
で
計
画
さ
れ
て
い
る

　
　
風
力
発
電
事
業
で
は
、
地
域

住
民
や
農
林
業
団
体
、
設
備
事
業

者
、
学
識
経
験
者
、
市
等
で
構
成

す
る
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
、

現
在
、
２
回
目
の
協
議
に
向
け
、

地
域
活
性
化
策
等
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
協
議
会
を
通
じ

て
地
域
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

○
福
井
市
観
光
振
興
計
画

　
　
本
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
福

　
　
井
市
観
光
振
興
計
画
で
は
本

市
の
観
光
の
課
題
と
し
て
、
来
訪

者
の
訪
問
意
欲
を
か
き
立
て
る
観

光
地
、
い
わ
ゆ
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ

ン
ツ
が
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
課
題
解
決
に

向
け
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
福
井
市
観
光
振
興
計
画
で
は
、

　
　
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く

あ
る
嶺
北
エ
リ
ア
を
範
囲
と
し
た

広
域
観
光
を
推
進
す
る
「
新
エ
リ

ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
、
本
市

の
景
観
や
食
な
ど
を
生
か
し
た
写

真
映
え
す
る
素
材
を
創
出
し
誘
客

に
つ
な
げ
る
「
福
井
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

戦
略
」
の
２
つ
を
施
策
の
柱
に
掲

げ
て
い
る
。

　
新
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

は
、
全
国
に
誇
る
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
を
含
む
日
本
遺
産
「
福
井
・

勝
山
　
石
が
た
り
」
の
構
成
文
化

財
を
一
体
的
に
活
用
す
る
な
ど
、

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
の

市
町
に
あ
る
観
光
資
源
の
魅
力
を

発
信
し
、
誘
客
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
柱
で
あ
る
福
井
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
戦
略
で
は
、
取
組
の
一
つ

と
し
て
本
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
、

色
と
り
ど
り
の
和
傘
と
風
鈴
を
飾

る
和
傘
ス
カ
イ
を
実
施
し
て
い
る

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
が
、
写
真
映

え
す
る
場
所
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
話
題
と
な
り
、
誘
客
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

池
上
　
優
徳
　
　
水
島
　
秀
晃

寺
島
　
恭
也
　
　
榊
原
　
光
賀

岩
佐
　
武
彦

一
真
会
予
算
特
別
委
員
会

各
会
派
等
に
お
け

る
主
な
質
疑
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

問問問問

問

答

答あ
る
中
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め

昼
夜
を
問
わ
ず
、
現
場
で
奮
闘
し

て
い
る
医
療
従
事
者
や
介
護
従
事

者
へ
の
財
政
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
し
て
、

　
　
国
は
医
療
従
事
者
等
へ
の
慰

労
金
を
支
給
し
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
は
、
県
の
経
営
安
定
資
金

を
利
用
す
る
事
業
者
へ
の
利
子
補

給
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護

施
設
へ
の
支
援
と
し
て
、
国
は
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
お
け

る
介
護
報
酬
算
定
の
特
例
措
置
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
各
種
支

援
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
や
県

に
対
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実

を
要
望
し
て
い
く
。

○
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
不
適

　切
な
繰
入
金
と
そ
の
責
任

　
　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、平
成

　
　
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に

お
け
る
一
般
会
計
繰
入
金
の
予
算

要
求
額
は
２
億
６
，５
０
０
万
円
だ

っ
た
が
、こ
の
う
ち
農
業
排
水
等
の

処
理
経
費
で
あ
る
１
億
２
，９
０
０

万
円
は
予
算
要
求
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
。
不
適
切
な
予
算
要
求
が

答

　
　
旧
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
売
却
に
よ
る
財
産
収
入
が
今

年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

予
定
ど
お
り
に
見
込
め
る
の
か
。

　
ま
た
、
売
却
後
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
最
低

　
　
売
却
価
格
を
５
億
５
，１
３
０

万
円
に
設
定
し
入
札
を
予
定
し
て

い
る
が
、
売
却
は
十
分
見
込
め
る

と
考
え
て
い
る
。

　
売
却
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
に
行
っ
た
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
に
お
い
て
５

者
中
４
者
に
分
譲
住
宅
等
に
活
用

す
る
意
向
が
あ
っ
た
た
め
、
売
却

後
は
宅
地
等
で
の
活
用
を
見
込
ん

で
い
る
。
な
お
、
売
却
に
当
た
っ

て
は
不
動
産
鑑
定
を
行
っ
て
お
り
、

一
般
的
な
宅
地
面
積
に
換
算
す
る

と
80
軒
程
度
の
規
模
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
。

○
医
療
・
介
護
へ
の
支
援

　
　
医
療
機
関
や
介
護
施
設
で
は
、

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
恐

れ
て
の
受
診
控
え
な
ど
が
あ
り
、

施
設
に
よ
っ
て
は
減
収
と
な
り
、

職
員
の
賞
与
等
の
減
額
を
行
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
感
染
リ
ス
ク
の

答

○
災
害
対
策

　
　
避
難
所
に
は
細
や
か
な
女
性

　
　
目
線
を
反
映
さ
せ
た
防
災
対

策
が
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
防
災
分
野
へ
の
女
性
参
画

が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
　
防
災
分
野
へ
女
性
が
参
画
す

　
　
る
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

本
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
避

難
所
の
運
営
や
自
主
防
災
組
織
の

育
成
に
際
し
、
女
性
参
画
の
促
進

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
自
主
防
災
組
織
を
対

象
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
お

い
て
女
性
役
員
の
登
用
を
呼
び
か

け
て
い
く
と
と
も
に
、
女
性
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
各

地
で
開
催
し
て
い
る
出
前
講
座
や

研
修
会
を
通
し
て
、
地
域
の
防
災

活
動
へ
の
女
性
参
画
を
啓
発
し
て

い
く
。

○
財
産
有
効
活
用
民
間
提
案
制

　度
と
市
有
地
の
売
却

○
福
井
市
総
合
計
画
や
各
部
局

　で
策
定
す
る
計
画

　
　
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

　
　
て
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
り
、
計
画
策
定
に
向
け
た
十
分

な
審
議
時
間
が
確
保
で
き
な
い
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
次
期
総
合
計
画
は
来
年
度
に

　
　
は
審
議
会
を
設
置
し
、
実
施

計
画
も
含
め
令
和
３
年
度
内
の
策

定
を
予
定
し
て
お
り
、
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
来
年
内
に
は

議
案
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
計
画
の
取
組
内
容
等

が
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
全

庁
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
現
総
合
計
画
の
策
定
時
に
は

　
　
審
議
に
１
年
以
上
を
要
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
次
期
総
合
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
実
施
計
画
ま
で
作
る
と
な
る
と
、

十
分
な
審
議
が
で
き
る
の
か
が
危

惧
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
十
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
し
っ
か
り
と
議
論

し
た
上
で
、
議
会
に
提
案
し
て
ほ

し
い
。

○
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

　
　
新
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

　
　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
調
理
関
係
者
が
感
染
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　
　
新
た
に
整
備
す
る
施
設
で
は
、

　
　
衛
生
管
理
に
配
慮
し
た
最
新

の
設
備
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

本
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
作
成

し
た
調
理
従
事
者
向
け
の
「
学
校

給
食
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
」
や
文
部

科
学
省
の
「
学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
に
努

め
て
い
く
。

　
万
が
一
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員

が
感
染
し
た
場
合
は
、
保
健
所
に

よ
り
濃
厚
接
触
者
が
特
定
さ
れ
、

給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
消
毒
が
完
了

す
る
ま
で
の
３
日
程
度
、
給
食
の

提
供
を
中
止
し
、
児
童
・
生
徒
に

弁
当
の
持
参
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
な
お
、
調
理
関
係
者
は
衛
生
管

理
上
、
常
時
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
の
消
毒
を
徹
底
す
る
た
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
内
で
感
染
が
広
が

る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

堀
川
　
秀
樹
　
　
玉
村
　
正
人

酒
井
　
良
樹

市
民
ク
ラ
ブ

石
丸
　
浜
夫
　
　
野
嶋
　
祐
記

藤
田
　
諭

志
政
会

津
田
　
か
お
り

公
明
党

泉
　
和
弥

新
生
ふ
く
い

山
田
　
文
葉

日
本
共
産
党

近
藤
　
實

無
所
属

問答

問答

問答

ふくいふくい

要望
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続
い
た
こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
過

大
に
要
求
し
た
繰
入
金
は
一
般
会

計
に
返
還
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
積
算
額
に
一
部
誤
り
が
あ
っ

　
　
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
の

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
積
算
の

正
当
性
や
妥
当
性
の
確
認
を
徹
底

し
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
。
な

お
、
過
大
に
繰
り
入
れ
た
金
額
に

つ
い
て
は
精
査
を
行
い
、
適
切
な

処
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
予
算

要
求
の
内
容
が
確
認
で
き
る
平
成

26
年
度
以
降
の
部
分
は
一
般
会
計

に
返
還
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

予算特別委員会の動画を
ご覧いただけます。

（９月 16 日） （９月 17 日）

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は15頁に掲載）

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

令和２年度福井市一般会計補正予算

令和２年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算

令和２年度福井市水道事業会計補正予算

市長等の期末手当の特例に関する条例の制定について

福井市市税賦課徴収条例等の一部改正について

福井市美山森林温泉みらくる亭の設置及び管理に関する条例の廃止について

福井市文化会館の設置及び管理に関する条例及び福井市文化会館駐車場

条例の廃止について

財産の取得について（高規格救急車）

財産の取得について（化学消防ポンプ自動車Ⅰ型）

市道の路線の廃止について

市道の路線の認定について

令和２年度福井市一般会計補正予算

令和元年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

令和元年度福井市ガス事業会計決算の認定について

令和元年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

令和元年度福井市簡易水道事業会計決算の認定について

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度福井市一般会計補正予算）

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度福井市一般会計補正予算）

債権放棄の報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の令和元年度決算に関する報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の令和２年度事業計画等に関する報告について

まちづくり福井株式会社の令和元年度決算に関する報告について

（９月定例会） 議案等の審議結果

第 80 号議案

第 81 号議案

第 82 号議案

第 83 号議案

第 84 号議案

第 85 号議案

第 86 号議案

第 87 号議案

第 88 号議案

第 89 号議案

第 90 号議案

第 91 号議案

第 92 号議案

第 93 号議案

第 94 号議案

第 95 号議案

第 96 号議案

第 20 号報告

第 21 号報告

第 22 号報告

第 23 号報告

第 24 号報告

第 25 号報告

９月24日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

８月31日

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

継続審査

〃

〃

〃

〃

承認

〃

受理

〃

〃

〃

●

●

●

●

●

●

●

請願･陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について ９月24日 採択陳情第  ５  号

（９月定例会）

※原則議長（見谷喜代三）は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対 欠 …欠席

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

承　認

承　認

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

第80号議案

第85号議案

第87号議案

第88号議案

第91号議案

第20号報告

第21号報告

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

反

反

反

反

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

－

－

－

－

－

－

－

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

審議
結果

議案番号

会派名
議員名

近
藤

　實

中
村

　綾
菜

山
田

　文
葉

鈴
木

　正
樹

泉

　
　和
弥

田
中

　義
乃

奥
島

　光
晴

津
田

　か
お
り

菅
生

　敬
一

下
畑

　健
二

酒
井

　良
樹

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

堀
川

　秀
樹

伊
藤

　洋
一

藤
田

　諭

野
嶋

　祐
記

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

岩
佐

　武
彦

榊
原

　光
賀

寺
島

　恭
也

水
島

　秀
晃

池
上

　優
徳

福
野

　大
輔

八
田

　一
以

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

青
木

　幹
雄

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

志政会 市民クラブ 無所属一真会 公明党 日　本
共産党

新　生
ふくい

まちづくり福井株式会社の令和２年度事業計画に関する報告について

公益財団法人福井観光コンベンションビューローの令和元年度決算に

関する報告について

公益財団法人福井市観光協会の令和２年度事業計画等に関する報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の令和元年度決算に関する

報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の令和２年度事業計画等に

関する報告について

令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

防災・減災、国土強靱化対策の強化及び推進を求める意見書について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書について

８月31日

〃

〃

〃

〃

９月24日

〃

〃

〃

受理

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

第 26 号報告

第 27 号報告

第 28 号報告

第 29 号報告

第 30 号報告

第 31 号報告

市会案第５号

市会案第６号

市会案第７号

請願・陳情等の審議結果

ふくいふくい
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続
い
た
こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
過

大
に
要
求
し
た
繰
入
金
は
一
般
会

計
に
返
還
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
積
算
額
に
一
部
誤
り
が
あ
っ

　
　
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
の

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
積
算
の

正
当
性
や
妥
当
性
の
確
認
を
徹
底

し
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
。
な

お
、
過
大
に
繰
り
入
れ
た
金
額
に

つ
い
て
は
精
査
を
行
い
、
適
切
な

処
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
予
算

要
求
の
内
容
が
確
認
で
き
る
平
成

26
年
度
以
降
の
部
分
は
一
般
会
計

に
返
還
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

予算特別委員会の動画を
ご覧いただけます。

（９月 16 日） （９月 17 日）

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は15頁に掲載）

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

令和２年度福井市一般会計補正予算

令和２年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算

令和２年度福井市水道事業会計補正予算

市長等の期末手当の特例に関する条例の制定について

福井市市税賦課徴収条例等の一部改正について

福井市美山森林温泉みらくる亭の設置及び管理に関する条例の廃止について

福井市文化会館の設置及び管理に関する条例及び福井市文化会館駐車場

条例の廃止について

財産の取得について（高規格救急車）

財産の取得について（化学消防ポンプ自動車Ⅰ型）

市道の路線の廃止について

市道の路線の認定について

令和２年度福井市一般会計補正予算

令和元年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

令和元年度福井市ガス事業会計決算の認定について

令和元年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

令和元年度福井市簡易水道事業会計決算の認定について

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度福井市一般会計補正予算）

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度福井市一般会計補正予算）

債権放棄の報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の令和元年度決算に関する報告について

公益財団法人福井市ふれあい公社の令和２年度事業計画等に関する報告について

まちづくり福井株式会社の令和元年度決算に関する報告について

（９月定例会） 議案等の審議結果

第 80 号議案

第 81 号議案

第 82 号議案

第 83 号議案

第 84 号議案

第 85 号議案

第 86 号議案

第 87 号議案

第 88 号議案

第 89 号議案

第 90 号議案

第 91 号議案

第 92 号議案

第 93 号議案

第 94 号議案

第 95 号議案

第 96 号議案

第 20 号報告

第 21 号報告

第 22 号報告

第 23 号報告

第 24 号報告

第 25 号報告

９月24日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

８月31日

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

継続審査

〃

〃

〃

〃

承認

〃

受理

〃

〃

〃

●

●

●

●

●

●

●

請願･陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について ９月24日 採択陳情第  ５  号

（９月定例会）

※原則議長（見谷喜代三）は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対 欠 …欠席

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

承　認

承　認

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

反

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

賛

賛

賛

賛

賛

賛

反

第80号議案

第85号議案

第87号議案

第88号議案

第91号議案

第20号報告

第21号報告

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛
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審議
結果

議案番号

会派名
議員名

近
藤

　實

中
村

　綾
菜

山
田

　文
葉

鈴
木

　正
樹

泉

　
　和
弥

田
中

　義
乃

奥
島

　光
晴

津
田

　か
お
り

菅
生

　敬
一

下
畑

　健
二

酒
井

　良
樹

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

堀
川

　秀
樹

伊
藤

　洋
一

藤
田

　諭

野
嶋

　祐
記

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

岩
佐

　武
彦

榊
原

　光
賀

寺
島

　恭
也

水
島

　秀
晃

池
上

　優
徳

福
野

　大
輔

八
田

　一
以

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

青
木

　幹
雄

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

志政会 市民クラブ 無所属一真会 公明党 日　本
共産党

新　生
ふくい

まちづくり福井株式会社の令和２年度事業計画に関する報告について

公益財団法人福井観光コンベンションビューローの令和元年度決算に

関する報告について

公益財団法人福井市観光協会の令和２年度事業計画等に関する報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の令和元年度決算に関する

報告について

公益財団法人歴史のみえるまちづくり協会の令和２年度事業計画等に

関する報告について

令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

防災・減災、国土強靱化対策の強化及び推進を求める意見書について

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書について

８月31日

〃

〃

〃

〃

９月24日

〃

〃

〃

受理

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

第 26 号報告

第 27 号報告

第 28 号報告

第 29 号報告

第 30 号報告

第 31 号報告

市会案第５号

市会案第６号

市会案第７号

請願・陳情等の審議結果

ふくいふくい
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福井駅周辺整備・道路・河川・下水道事業要望活動（大阪府）

福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会　議会運営等懇話会（あわら市）

臨時福井県市町総合事務組合議会

福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会　議員全員協議会、
第178回定例会（あわら市）

議会運営委員会

福井県市議会議長会定期総会

新型コロナウイルス等影響対策特別委員会

議員全員協議会、議会運営委員会

北信越市議会議長会理事会（書面議決）

福井県市議会議長会県要望活動

７月２日

６日

29日

31日

８月６日

18日

24日

25日

26日

本会議

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

総務委員会、建設委員会

教育民生委員会、
経済企業委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

議会運営委員会

議員全員協議会、本会議

８月31日

９月１日

７日

８日

９日

10日

11日

16日

17日

18日

24日
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議会日誌 （令和 2年 7～ 9月） ９月定例会
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予
算
特
別
委
員
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
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…
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…

 

２
・
３
ペ
ー
ジ

議
員
22
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

詳
細
は
７
〜
12
ペ
ー
ジ

委
員
会
審
査

詳
細
は
５
〜
６
ペ
ー
ジ

予
算
特
別
委
員
会

詳
細
は
12
〜
14
ペ
ー
ジ

定
例
会
（
８
月
31
日
〜
９
月
24
日
）

9月市
長
提
出
の
議
案
17
件
、
報
告
12
件
を

審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ

主
な
議
案
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ

議
員
提
出
の
議
案
３
件
を
審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
15
ペ
ー
ジ

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
後
の
観
光
誘
客
を
目
指
し
、

福
井
市
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
「
福
い
い
ネ
！
」

の
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
市
議
ら
で
イ
メ
ー
ジ
ロ
ゴ
を

プ
リ
ン
ト
し
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
９
月
定
例
会
で
着
用
し
、

率
先
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

  

福
井
を
ア
ピ
ー
ル
「
福
い
い
ネ
！
」

陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
15
ペ
ー
ジ

編 集 後 記

お問い合わせお問い合わせ

次回は

日程は
ホームページに

掲載します

　　　　　  です
12月定例会

特

集

記

事

　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４回
（３・６・９・12月）開催される定例会で審議されますので、提出時
期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わせください。

請願・陳情等の提出について

なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル121ch
で生中継及び録画放送されます。

傍聴をご希望される方へ

新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止に向けて、一定の間隔を確保してご着席いただく
ため、当分の間、傍聴席への入場を下記のとおり制限させていただきます。
・議場：40人まで　うち車イス4席（本会議及び議員全員協議会など）
・各委員会室：2人まで（常任委員会など）
※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装でお越しいただくことをおすすめします。

　９月定例会は、新型コロナウイ
ルス感染症対策で会期・質問者と
もに縮小した６月定例会から一転

し、十分な感染症対策を行い通常どおり開催しました。コ
ロナ禍の中、災害時の避難所運営に関することやＰＣＲ検
査体制、中小企業支援などを中心として、活発な議論が交
わされました。
　また、７月に発表された福井市をアピールするイメージ
ロゴ「福いいネ！」を市議会としても応援するために、ロ
ゴ入りのポロシャツを作製し、本会議などで着用しました。
皆様とともに福井市を盛り上げていきたいと思います。

　（村田・酒井）

議会事務局 庶務課0776‐20‐5506

傍聴して
みませんか
傍聴して

みませんか

一般質問の録画映像を
スマートフォンやタブレット端末で

ご覧いただけます。

市議会ＨＰはこちらから

本会議

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会

傍聴できる会議

定員97人　うち車イス６席

総務、建設、教育民生、経済企業

新型コロナウイルス等影響対策、予算

一般質問ページにおいて、各議員の顔写
真欄にある二次元コードをスマートフォン
やタブレット端末から読み取ると、その議
員の一般質問の動画がご覧
いただけます。

ふくい

福井市議会　日程 検索


